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１．調査概要 

（１） 調査目的 

新しい釜石市総合計画を策定するために、市民の意識を調査し、分析を行い、計画策定

の為の基礎資料とする。 

 
（２）調査の概要 

① 18 歳以上～80 歳未満 

実施時期 令和元年 7月 17 日から 7月 31 日まで 

対象者  釜石市民 1,400 人（無作為抽出） 

調査方法 調査票によるアンケート調査（郵送法） ※マークシート式 

 

② 高校生 

実施時期 令和元年 7月 

対象者  釜石市内の高校２年生 242 人 

（岩手県立釜石高等学校 153 人、岩手県立釜石商工高等学校 89 人） 

調査方法 調査票によるアンケート調査（学校で配布・回収） ※マークシート式 

 
（３）回収結果 

① 18 歳以上～80 歳未満 

回収数 455（回収率 32.5％） 

 

② 高校生 

回収数 230（釜石高校 144 人、釜石商工 86 人 ）（回収率 97.5％） 
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２．設問別調査結果 

（１） 18 歳以上～80 歳未満 

 

◆回答者の属性等に関する設問 

 

問１ あなたの性別についてお答えください。（１つ選択） 

 
有効回答数＝455 

 

 

問２ あなたの年齢についてお答えください。（１つ選択） 

 
有効回答数＝455 

  

男性

46.4%

女性

52.7%

無回答

0.9%

20歳未満

2.4%

20歳代

9.7%

30歳代

13.2%

40歳代

16.5%

50歳代

20.6%

60歳代

18.0%

70歳代

18.7%

無回答

0.9%
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問３ あなたが現在お住まいの地区は、どちらですか。（１つ選択） 

 
有効回答数＝455 

 

 

問４ あなたの家族構成は、次のどれですか。（１つ選択） 

 
有効回答数＝454 

  

11.4%

12.3%

13.8%

16.7%

23.8%

10.3%

3.3%

5.5%

2.0%

0.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

本庁管内

中妻出張所管内

平田出張所管内

甲子出張所管内

小佐野出張所管内

鵜住居出張所管内

栗橋出張所管内

唐丹出張所管内

釜石市外

無回答

単身世帯(ひと

り暮らし)

14.8%

一世代世帯(夫

婦のみ､兄弟や

姉妹のみ､等)

22.5%二世代世帯(親

と子、等)

46.9%

三世代以上の

世帯(親と子と

孫、等)

12.3%

その他世帯

2.0%

無回答

1.5%
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問５ あなたが主たる収入を得ている職業をお答えください。（１つ選択） 

 
有効回答数＝452 

 

 

問６ 問５で「学生」を選んだ方に伺います。あなたが将来就きたいと思う業種は、どれで

すか。（あてはまるもの全て選択） 

 

有効回答数＝13 ※複数回答のため、合計は 100%にならない 

 

 

問７ 問６で「その他」を選んだ場合は、その内容を記載してください。 

（該当なし） 

 

学生が将来就きたいと思う業種をたずねたところ、「製造業、建設業、運輸業、郵便業」が 38.5％

と最も多く、次いで「商業（卸売・小売業など）、宿泊業、飲食業、サービス業」、「情報通信、情報

サービス業」、「公務員、団体職員」がそれぞれ 15.4％であった。 

  

会社員

29.9%

公務員

11.3%

団体職員

2.4%

パート・

アルバイ

ト

12.2%

会社・団

体等の役

員

1.5%

農林水産業

1.3%

自営業

6.0%

学生

2.9%

無職

31.6%

無回答

0.9%

0.0%

38.5%

15.4%

0.0%

15.4%

7.7%

7.7%

7.7%

15.4%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

農林水産業

製造業､建設業､運輸業､郵便業

商業(卸売・小売業など)、宿泊業、飲食業、サービス業

電気、ガス、水道業

情報通信、情報サービス業

医療、介護、福祉サービス業

金融、保険、不動産業

教育、学習支援業

公務員、団体職員

その他
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問８ 問５で「学生」を選んだ方に伺います。あなたは卒業後、どの地域での就職を希望し

ますか。（１つ選択） 

 
有効回答数＝13 

 

学生が卒業後、就職を希望する地域をたずねたところ、「特にこだわらない」が 30.7％と最も多く、

次いで「東京圏（東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県）」が 23.1％であった。 

 

 

問９ あなたにとって釜石市は住みやすいですか。（１つ選択） 

 
有効回答数＝455 

 

釜石市の住みやすさをたずねたところ、「たいへん住みやすい」が 2.4％、「住みやすい」が 42.0％

となり、合わせて約半数が住みやすいと思っているという結果となった。  

15.4%

7.7%

15.4%

23.1%

0.0%

0.0%

30.7%

7.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

釜石市内

岩手県内

岩手県以外の東北

東京圏(東京都･神奈川県･埼玉県･千葉県)

上記以外の府県

海外

特にこだわらない

無回答

たいへん住み

やすい

2.4%

住みやすい

42.0%

どちらとも言

えない

35.2%

住みにくい

15.8%

たいへん住み

にくい

3.9%

無回答

0.7%
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問 10 これからも現在の場所に住み続けたいと思いますか。（１つ選択） 

 
有効回答数＝455 

 

これからも現在の場所に住み続けたいかをたずねたところ、「住み続けたい」が 60.4％、「できれ

ば転居したい（市内で）」が 9.9％となり、合わせて約７割が釜石市内に住み続けたいと思っている

という結果となった。 

 

問 11 あなたがもし、知人や家族から「釜石市に住みたい」または「戻りたい」と相談さ

れたとしたら、現在の釜石市へ呼び込みたいと思いますか。（１つ選択） 

 
有効回答数＝455 

 

知人や家族から「釜石市に住みたい」または「戻りたい」と相談されたとしたら、現在の釜石市へ

呼び込みたいと思うかをたずねたところ、「どちらとも言えない」が 37.4％と最も多く、「ある程度

思う」が 27.0％、「あまり思わない」が 14.5％と続いた。  

住み続けたい

60.4%

できれば転居

したい(市内

で)

9.9%

できれば転

出したい

(市外に)

27.5%

無回答

2.2%

非常に思う

7.3%

ある程度思う

27.0%

どちらとも言

えない

37.4%

あまり思わな

い

14.5%

思わない

12.5%

無回答

1.3%
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◆釜石市の取り組みについての満足度に関する設問 

 

※問 12～19 に記載した「復興まちづくり基本計画」および「現在の生活環境等に関する総合的な

取り組み」の各施策について、「満足度」１～５の５段階評定のうち、当てはまる番号を１つ選

択させた。評定尺度は、１「非常に不満」～５「非常に満足」までを５段階に等分したもの。 

 

○復興まちづくり基本計画（スクラムかまいし復興プラン）の主な取り組み 

 

問 12 １．暮らしの安全と環境を重視したまちづくり 

 

１ 減災を重視したまちづくり（施策：危険箇所整備／防災組織結成/防災訓練) 

 

有効回答数＝455 評定平均＝3.2 

 

２ 共に歩む自然環境の整備（施策：森林整備／観光資源活用／災害廃棄物処理） 

 

有効回答数＝455 評定平均＝3.0 

 

 

問 13 ２．絆と支えあいを大切にするまちづくり 

 

１ 高齢化を踏まえた保健・医療・福祉・介護機能の向上（施策：医療機関ネットワーク構築／

高齢者介護施設増床） 

 

有効回答数＝455 評定平均＝2.8 

 

1.8%

11.6% 53.8% 29.0%

1.8% 2.0%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

2.2%

13.8% 59.6% 20.9%

1.1% 2.4%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

6.4% 23.3% 52.1% 14.7%

1.1% 2.4%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答
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２ 安心できる子育て環境の整備（施策：児童館・学童クラブ・保育園・新たな子育て支援セン

ターの整備） 

 

有効回答数＝455 評定平均＝3.0 

 

３ 学びが実践につながる生涯学習社会の形成（施策：図書館等の早期復旧／学習機会創出） 

 

有効回答数＝455 評定平均＝2.9 

 

 

問 14 ３．生活の安心が確保されたまちづくり 

 

１ 仮設住宅の住環境整備と生活支援、地域コミュニティの維持再生（施策：生活支援／町内会

組織再構築・活性化) 

 

有効回答数＝455 評定平均＝3.0 

 

２ 暮らしのための災害公営住宅の整備（施策：公営住宅供給／複合型公営住宅整備） 

 

有効回答数＝455 評定平均＝3.2 

  

3.9%

17.8% 53.2% 21.3%

0.9% 2.9%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

3.1%

17.8% 60.9% 14.3%

0.6% 3.3%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

2.6%

16.1% 56.9% 20.9%

1.1% 2.4%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

2.4%

10.3% 50.8% 29.5%

4.4% 2.6%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答
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３ 被災された方々に対する生活・就労支援（施策：雇用確保支援／生活相談体制強化） 

 

有効回答数＝455 評定平均＝3.1 

 

４ 公共施設や生活インフラの再建（施策:住宅耐震化支援／都市公園等の復旧） 

 

有効回答数＝455 評定平均＝3.0 

 

５ 交通安全の確保と防犯体制の強化（施策：交通・防犯組織強化／防犯灯設置） 

 

有効回答数＝455 評定平均＝3.0 

 

６ 地域交通の確保（施策：バス路線運行支援／鉄道復旧） 

 

有効回答数＝455 評定平均＝2.8 

  

1.8%

13.6% 60.2% 19.3%

2.0% 3.1%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

4.4%

18.0% 52.1% 20.9%

1.5% 3.1%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

4.6%

16.5% 50.1% 23.9%

2.0% 2.9%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

9.9% 25.3% 36.3% 24.2%

2.6% 1.7%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答
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問 15 人やもの、情報の交流拠点づくり 

 

１ 交通ネットワークと物流拠点機能の形成（施策：高規格幹線道路等のネットワーク形成） 

 

有効回答数＝455 評定平均＝3.4 

 

２ 多様な交流の推進と拠点整備（施策：商店街整備／観光イベント復活／移住定住） 

 

有効回答数＝455 評定平均＝2.9 

 

 

問 16 ５．ものづくり精神が息づくまちづくり 

 

１ スマートコミュニティなどエネルギーの多様化に向けた取組（施策：釜石版スマートコミュ

ニティ推進) 

 

有効回答数＝455 評定平均＝3.0 

 

２ ものづくり産業の振興と新たな産業の創出（施策：企業誘致／産学官連携／人材育成） 

 

有効回答数＝455 評定平均＝2.8 

  

2.9%

8.6% 40.7% 36.9% 8.3%

2.6%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

6.2% 20.4% 52.1% 16.9%

1.3% 3.1%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

2.4%

9.9% 74.1% 9.2%

0.9% 3.5%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

3.7%

22.4% 61.8% 7.9%

1.1% 3.1%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答
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３ 水産業の多面的な支援などによる魚のまちの復活（施策：養殖漁業／流通・加工体制の構築

と誘致・支援／６次産業化） 

 

有効回答数＝455 評定平均＝2.8 

 

４ 中小事業者の事業再開支援（施策：被災事業者への支援／金融面支援） 

 

有効回答数＝455 評定平均＝2.9 

 

 

問 17 ６．強く生き抜く子どもを育てるまちづくり 

 

１ 地域との協働による特色ある教育活動の展開（施策：特色ある教育活動／心のケア継続） 

 

有効回答数＝455 評定平均＝3.0 

 

２ 生活・防災拠点としての教育環境整備（施策：防災機能・地域コミュニティ拠点建設／命を

守る教育） 

 

有効回答数＝455 評定平均＝3.2 

  

4.6%

19.6% 62.0% 10.3%

0.7% 2.8%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

4.6%

15.4% 67.5% 8.1%

1.1% 3.3%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

1.7%

11.9% 66.6% 15.2%

0.9% 3.7%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

1.3%

9.2% 57.2% 27.3%

1.3% 3.7%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答
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問 18 ７．歴史文化やスポーツを生かしたまちづくり 

 

１ 歴史遺産の活用と芸術文化の振興（施策:郷土芸能伝承／埋蔵文化財調査） 

 

有効回答数＝455 評定平均＝3.0 

 

２ スポーツの推進とスポーツ施設の拠点化（施策：健康づくり／スポーツイベント誘致） 

 

有効回答数＝455 評定平均＝3.0 

  

3.7%

11.9% 58.5% 21.5%

0.9% 3.5%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

7.2% 15.4% 46.6% 25.5%

2.0% 3.3%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答
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復興まちづくり基本計画（スクラムかまいし復興プラン）の主な取り組み 問 12～18 

各項目の満足度の５段階評定の平均値（評定平均）による比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復興まちづくり基本計画（スクラムかまいし復興プラン）の主な取り組みについて、各項目の満

足度の５段階評定の平均値で比較すると、満足度が高いものは「交通ネットワークと物流拠点機能

の形成」が 3.4 と最も高く、次いで「減災を重視したまちづくり」、「暮らしのための災害公営住宅

の整備」、「生活・防災拠点としての教育環境整備」がそれぞれ 3.2 であった。一方、満足度の低い

ものは、「高齢化を踏まえた保健・医療・福祉・介護機能の向上」、「地域交通の確保」、「ものづくり

産業の振興と新たな産業の創出」、「水産業の多面的な支援などによる魚のまちの復活」がそれぞれ

2.8 と最も低かった。 

  

3.2 

3.0 

2.8 

3.0 

2.9 

3.0 

3.2 

3.1 

3.0 

3.0 

2.8 

3.4 

2.9 

3.0 

2.8 

2.8 

2.9 

3.0 

3.2 

3.0 

3.0 

1 2 3 4 5

12-1 減災を重視したまちづくり

12-2 共に歩む自然環境の整備

13-1 高齢化を踏まえた保健・医療・福祉・介護機能の向上

13-2 安心できる子育て環境の整備

13-3 学びが実践につながる生涯学習社会の形成

14-1 仮設住宅の住環境整備と生活支援、地域ｺﾐｭﾆﾃｨの維持再生

14-2 暮らしのための災害公営住宅の整備

14-3 被災された方々に対する生活・就労支援

14-4 公共施設や生活インフラの再建

14-5 交通安全の確保と防犯体制の強化

14-6 地域交通の確保

15-1 交通ネットワークと物流拠点機能の形成

15-2 多様な交流の推進と拠点整備

16-1 ｽﾏｰﾄｺﾐｭﾆﾃｨなどｴﾈﾙｷﾞｰの多様化に向けた取組

16-2 ものづくり産業の振興と新たな産業の創出

16-3 水産業の多面的な支援などによる魚のまちの復活

16-4 中小事業者の事業再開支援

17-1 地域との協働による特色ある教育活動の展開

17-2 生活・防災拠点としての教育環境整備

18-1 歴史遺産の活用と芸術文化の振興

18-2 スポーツの推進とスポーツ施設の拠点化
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○現在の生活環境等に関する総合的な取り組み 

 

問 19  

 

１ 沿岸南部クリーンセンターで行っているゴミ処理の方法 

 

有効回答数＝455 評定平均＝3.6 

 

２ 広報誌発行など市の広報活動 

 

有効回答数＝455 評定平均＝3.5 

 

３ 住宅の広さや日当たりなどの住宅環境 

 

有効回答数＝455 評定平均＝3.2 

 

４ 騒音や水質、大気などの環境 

 

有効回答数＝454 評定平均＝3.3 

  

1.8%

5.9% 30.5% 49.2% 9.5%

3.1%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

1.3% 3.7%

38.0% 50.8%

4.0% 2.2%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

3.3%

12.7% 41.8% 36.3%

2.4% 3.5%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

2.2%

9.3% 40.5% 41.6%

2.9% 3.5%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答
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５ 自分の住んでいる地区の町並みの整備 

 

有効回答数＝455 評定平均＝3.0 

 

６ お年寄りや障がいを持つ人のための福祉サービス 

 

有効回答数＝454 評定平均＝2.9 

 

７ 行政情報や防災情報の入手しやすさ 

 

有効回答数＝455 評定平均＝3.0 

 

８ 駅前や中心市街地の町並みの整備状況 

 

有効回答数＝455 評定平均＝2.9 

  

4.6%

22.2% 38.7% 30.5%

1.1% 2.9%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

5.1% 18.9% 58.4% 13.4%

1.1% 3.1%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

3.5%

19.6% 47.0% 25.3%

2.2% 2.4%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

4.8%

22.2% 43.9% 25.5%

0.7% 2.9%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答
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９ 市役所の利用のしやすさ 

 

有効回答数＝455 評定平均＝2.6 

 

10 市内の道路整備 

 

有効回答数＝453 評定平均＝2.9 

 

11 小中学校の教育環境 

 

有効回答数＝454 評定平均＝3.1 

 

12 通勤など日常生活で自家用自動車を使用するときの交通の便 

 

有効回答数＝455 評定平均＝3.2 

  

10.8% 33.6% 39.3% 13.0%

0.7% 2.6%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

5.7% 24.1% 41.0% 24.5%

1.8% 2.9%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

2.2%

8.4% 62.8% 20.9%

1.5% 4.2%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

2.9%

13.4% 41.8% 35.8%

3.7% 2.4%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答



17 
 

13 通勤・通学など日常生活のためのバス・鉄道など交通の便 

 

有効回答数＝455 評定平均＝2.6 

 

14 市外に行くためのバス・鉄道などの交通の便 

 

有効回答数＝454 評定平均＝2.5 

 

15 趣味やレクリエーションを楽しめる環境 

 

有効回答数＝455 評定平均＝2.6 

 

16 お年寄りや障がいを持つ人の公共施設の使いやすさ 

 

有効回答数＝455 評定平均＝2.7 

  

9.9% 31.0% 42.8% 13.0%

0.4% 2.9%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

13.6% 33.5% 37.9% 11.7%

0.4% 2.9%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

11.9% 29.7% 45.9% 9.7%

0.4% 2.4%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

6.8% 25.7% 58.7% 5.5%

0.4% 2.9%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答
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17 商店街や飲食店のサービスや日常の買い物 

 

有効回答数＝455 評定平均＝2.8 

 

18 犯罪や交通事故 

 

有効回答数＝455 評定平均＝3.1 

 

19 仕事と子育ての両立 

 

有効回答数＝455 評定平均＝2.8 

 

20 女性が働く環境 

 

有効回答数＝455 評定平均＝2.8 

  

8.1% 26.2% 38.2% 24.0%

1.5% 2.0%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

2.4%

9.9% 64.4% 19.1%

1.6% 2.6%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

3.3%

17.1% 66.6% 7.5%

0.4%

5.1%

1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

5.1% 19.6% 62.2% 8.3%

0.4% 4.4%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答
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21 釜石の物価 

 

有効回答数＝455 評定平均＝2.2 

 

22 仕事内容や収入、商売や事業の状況 

 

有効回答数＝455 評定平均＝2.5 

 

23 市内でのショッピングやレジャーの状況 

 

有効回答数＝455 評定平均＝2.6 

 

24 定年退職後の仕事 

 

有効回答数＝455 評定平均＝2.6 

  

23.5% 39.8% 29.2% 5.3%

0.7%1.5%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

13.6% 31.0% 44.4% 5.9%

0.7% 4.4%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

10.6% 32.7% 38.9% 13.8%

0.9% 3.1%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答

11.4% 23.5% 55.4% 5.5%

0.7% 3.5%
1.非常に不満 2.不満 3.どちらでもない 4.満足 5.非常に満足 無回答
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現在の生活環境等に関する総合的な取り組み 問 19 

各項目の満足度の５段階評定の平均値（評定平均）による比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の生活環境等に関する総合的な取り組みについて、各項目の満足度の５段階評定の平均値で

比較すると、満足度が高いものは「沿岸南部クリーンセンターで行っているゴミ処理の方法」が 3.6

と最も高く、「広報誌発行など市の広報活動」が 3.5、「騒音や水質、大気などの環境」が 3.3 と続い

た。一方、満足度の低いものは、「釜石の物価」が 2.2 と最も低く、次いで「市外に行くためのバス・

鉄道などの交通の便」、「仕事内容や収入、商売や事業の状況」がそれぞれ 2.5 であった。 

  

3.6 

3.5 

3.2 

3.3 

3.0 

2.9 

3.0 

2.9 

2.6 

2.9 

3.1 

3.2 

2.6 

2.5 

2.6 

2.7 

2.8 

3.1 

2.8 

2.8 

2.2 

2.5 

2.6 

2.6 

1 2 3 4 5

１ 沿岸南部クリーンセンターで行っているゴミ処理の方法

２ 広報誌発行など市の広報活動

３ 住宅の広さや日当たりなどの住宅環境

４ 騒音や水質、大気などの環境

５ 自分の住んでいる地区の町並みの整備

６ お年寄りや障がいを持つ人のための福祉サービス

７ 行政情報や防災情報の入手しやすさ

８ 駅前や中心市街地の町並みの整備状況

９ 市役所の利用のしやすさ

10 市内の道路整備

11 小中学校の教育環境

12 通勤など日常生活で自家用自動車を使用するときの交通の便

13 通勤・通学など日常生活のためのバス・鉄道など交通の便

14 市外に行くためのバス・鉄道などの交通の便

15 趣味やレクリエーションを楽しめる環境

16 お年寄りや障がいを持つ人の公共施設の使いやすさ

17 商店街や飲食店のサービスや日常の買い物

18 犯罪や交通事故

19 仕事と子育ての両立

20 女性が働く環境

21 釜石の物価

22 仕事内容や収入、商売や事業の状況

23 市内でのショッピングやレジャーの状況

24 定年退職後の仕事
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現在の生活環境等に関する総合的な取り組み 問 19 

各項目の満足度と順位 

 

満足度の算出方法 

Ｒ１年度     ：「どちらでもない」を除いた選択肢「非常に満足、満足、不満、非常に不満」

のうち、「非常に満足」または「満足」が選択された割合 

Ｈ11 年度・Ｈ16 年度：選択肢「満足、まあ満足、やや不満、不満」のうち、「満足」または 

「まあ満足」が選択された割合 

 

順位 項目 

満足度 

Ｒ１ 

年度 

（参考） 

Ｈ16 

年度 

Ｈ11 

年度 

１ ２ 広報誌発行など市の広報活動 91.5 65.9 70.2

２ １ 沿岸南部クリーンセンターで行っているゴミ処理の方法 88.4 73.3 75.6

３ ４ 騒音や水質、大気などの環境 79.5 52.5 64.2

４ 12 通勤など日常生活で自家用自動車を使用するときの交通の便 70.9 32.2 40.6

５ ３ 住宅の広さや日当たりなどの住宅環境 70.7 56.1 58.5

６ 11 小中学校の教育環境 68.0 32.9 38.9

７ 18 犯罪や交通事故 62.7 26.7 31.5

８ ７ 行政情報や防災情報の入手しやすさ 54.3 43.2 50.9

９ ５ 自分の住んでいる地区の町並みの整備 54.1 45.3 48.6

10 ８ 駅前や中心市街地の町並みの整備状況 49.2 38.2 55.1

11 10 市内の道路整備 46.9 32.9 49.4

12 17 商店街や飲食店のサービスや日常の買い物 42.6 28.6 34.9

13 ６ お年寄りや障がいを持つ人のための福祉サービス 37.7 44.2 44.3

14 19 仕事と子育ての両立 27.9 16.9 23.9

15 20 女性が働く環境 26.3 15.3 19.0 

16 23 市内でのショッピングやレジャーの状況 25.4 9.6 17.9

17 13 通勤・通学など日常生活のためのバス・鉄道など交通の便 24.7 22.7 25.9

18 ９ 市役所の利用のしやすさ 23.5 33.7 33.8

19 14 市外に行くためのバス・鉄道などの交通の便 20.4 22.2 26.7

20 15 趣味やレクリエーションを楽しめる環境 19.6 30.6 36.9

21 16 お年寄りや障がいを持つ人の公共施設の使いやすさ 15.4 29.8 32.4

22 24 定年退職後の仕事 15.0 6.0 11.1

23 22 仕事内容や収入、商売や事業の状況 12.9 11.0 15.3

24 21 釜石の物価 8.6 11.5 8.5

  



22 
 

◆これからのまちづくりに関する設問 

 

問 20 釜石市が将来目指すべきまちの姿は、次のどれだとお考えですか。（あてはまるもの

３つまで選択） 

 
有効回答数＝443 ※複数回答のため、合計は 100%にならない 

 

 

問 21 問 20 で「その他」を選んだ場合は、その内容を記載してください。 

若者が居なくなれば将来も何もあったもんじゃない。 

若い世代が住みたいと思える物価や土地が安いまち。 

老人福祉や医療等に特化し、その為の公共事業を誘致出来れば良い。 

低所得でも住みやすいまち 

母子家庭に住みやすい優しいまち 

住みたいまち 

街の中心部、お年寄りの買い物難民が増えています。スーパーなしで非常に大変な思いをしていま

す。イオンでは、階段等多く足の悪い方は行けません。 

人口減少、人口を増やさないと建物アパートばかりあっても何の役にも立たない。店をやっている

が客が来なく赤字、このままでは首つりです。 

過疎化が進まないまち 

障がいを持つ子（子ども含め）サポートできるまち。就職、いじめ等への取り組み。 

26.9%

19.9%

5.4%

27.5%

24.8%

9.7%

18.3%

11.1%

28.9%

63.4%

10.8%

1.8%

9.0%

15.1%

7.7%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自然環境を大切にしたまち

教育・文化に恵まれたまち

歴史的資源を生かしたまち

交通利便性が発達したまち

活気のある商業のまち

豊かな工業のまち

農林漁業を活かしたまち

住宅地の環境が優れたまち

災害に強いまち

福祉や医療などが充実したまち

スポーツが盛んなまち

国際交流が盛んなまち

情報のネットワークが整ったまち

観光や交流が盛んなまち

市民参加が盛んなまち

その他
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温泉施設が必要と思います。小川温泉を活用すべきです。新しく施設を造ること。 

若者が残れる町 

良く分からない 

キャリアの選択肢が多いまち 

税金が少ない市 

物価、家賃等が安く、低所得者でも住みやすい町 

女性の地位の向上（政治、職場、子育て、収入、住宅、教育等） 

何もない 

人口が増える、流出しないまちづくり 

トライ（挑戦）に寛容なまち 

 

釜石市が将来目指すべきまちの姿をたずねたところ、「福祉や医療などが充実したまち」が 63.4％

と最も多く、「災害に強いまち」が 28.9％、「交通利便性が発達したまち」が 27.5％と続いた。 
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問 22 10 年後の釜石市が「活力ある持続可能なまち」であるためには、財源に限りがある

中で、今後どのような政策を重点的に取り組むべきだと思いますか。（あてはまるも

の３つまで選択） 

 
有効回答数＝446 ※複数回答のため、合計は 100%にならない 

  

11.0%

12.3%

2.0%

5.2%

9.6%

3.4%

9.4%

6.1%

10.5%

24.7%

34.1%

9.4%

1.1%

2.9%

7.4%

33.6%

12.6%

23.8%

6.5%

1.8%

3.6%

10.5%

2.2%

0.9%

0.9%

6.7%

21.5%

6.7%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40%

環境保全

学校教育

生涯学習

芸術･文化振興

交通体系

交通安全

商業

工業

農林水産業

企業誘致

雇用対策

居住環境

防犯

都市景観

防災

保健・医療

社会福祉

高齢者福祉

スポーツ

国際化

情報通信

観光

市民活動

人権

男女共同参画

青少年育成

少子化対策

都市開発

その他
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問 23 問 22 で「その他」を選んだ場合は、その内容を記載してください。 

起業家のまち、釜石。 

財源の確保を多岐に渡って展開する為の PDCA が必要 

人材育成 

総合的に住みたいまちにしていく 

医療受診に市外へ行かなければならないのは、とても不便な事と思います。 

心から楽しめるまち、個人は有るが皆が楽しめるまち。 

働きがいのある職場を増やすべき 

特に何でもいい 

高齢者対応策が乏しい！！ 

何もない、無駄な税金を使うな 

 

釜石市が今後どのような政策を重点的に取り組むべきかをたずねたところ、「雇用対策」が 34.1％

と最も多く、「保健・医療」が 33.6％、「企業誘致」が 24.7％と続いた。 
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問 24 現在、まちづくり活動に参加していますか。（１つ選択） 

 
有効回答数＝455 

 

 

問 25 問 24 で「積極的に参加している」または「ある程度参加している」を選んだ方に伺

います。具体的にはどのようなまちづくり活動に参加していますか。（あてはまるも

の全て選択） 

 
有効回答数＝125 ※複数回答のため、合計は 100%にならない 

 

 

問 26 問 25 で「その他」を選んだ場合は、その内容を記載してください。 

健康教室 

町内会清掃等 

  

積極的に参加

している

2.2%

ある程度参加

している

25.3%

あまり参加し

ていない

20.9%

参加していな

い

49.4%

無回答

2.2%

8.0%

4.8%

21.6%

18.4%

13.6%

31.2%

19.2%

71.2%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80%

保健・福祉の推進

社会教育の推進

地域おこし

地域安全

環境の保全

文化･芸術･スポーツの振興

子どもの健全育成

町内会・自治会活動

その他
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問 27 問 24 で「あまり参加していない」または「参加していない」を選んだ方に伺います。

あなたがまちづくり活動に参加していないのは、どのような理由ですか。（あてはま

るもの３つまで選択） 

 
有効回答数＝320 ※複数回答のため、合計は 100%にならない 

 

 

問 28 問 27 で「その他」を選んだ場合は、その内容を記載してください。 

学生で市外に住んでいる 

体調が悪い（闘病生活中） 

労災事故の後遺症などで体調の良い時と、それ程でもない時があるので。 

住み良い個人の生活の創出が先決だと思うから。 

体力に自信がない。 

自然破壊ばかりの一部のヤツらの金もうけで、熊も鹿も迷惑しているんだ！ 

生きていく意味がわからなくなる時があったりで気持ちが沈む 

体力の衰え、腰痛 

県外（関東）に住んでいる為 

参加しても根強い閉鎖的考えに押されると思う（お金がかかる割に古い考えが主流） 

どのような事をしているか分からない、全く。 

「まちづくり活動」とは、どんな活動をしているのか分からない。 

前向きに参加したい気持ちがあるが、持病があって体調に不安 

高齢者である。若い人が参加して、これからのまちづくりをして欲しい。 

困るな！！私は要支援①です。こんな人にアンケートはいかがか？ 

足が不自由の為 

釜石に移住して数年、同じ年代の方が居ない。日中は仕事している様で、話す事があるのはお年寄

りばかり。 

釜石に住んでいない 

  

50.3%

24.7%

22.8%

16.3%

23.8%

34.1%

12.8%

7.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

仕事や家事などが忙しい

自分が参加したい活動があまりない

人間関係がわずらわしい

活動が一部の人の意見で進められ、閉鎖的である

自分のまわりでは、活動があまり行われていない

参加方法がわからない、情報が入らない

必要性を感じない

その他
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まちづくり活動への参加についてたずねたところ、「積極的に参加している」が 2.2％、「ある程度

参加している」が 25.3％となり、合わせても約３割にとどまった。また、「あまり参加していない」

が 20.9％、「参加していない」が 49.4％という結果となった。 

参加しているまちづくり活動は、具体的には「町内会・自治会活動」が 71.2％と最も多く、「文化・

芸術・スポーツの振興」が 31.2％、「地域おこし」が 21.6％と続いた。 

参加していない理由については、「仕事や家事などが忙しい」が 50.3％と最も多く、「参加方法が

わからない、情報が入らない」が 34.1％、「自分が参加したい活動があまりない」が 24.7％と続い

た。 

 

 

問 29 釜石市のまちづくりはどのように進めていけばよいと思いますか。（１つ選択） 

 
有効回答数＝455 

 

 

問 30 問 29 で「その他」を選んだ場合は、その内容を記載してください。 

市民への負担軽減（河原の清掃、ゴミ当番など）をお願いします。 

行政の支援を受けず、市民や民間が主体となってまちづくりを進める 

公務員の人員と給料を減らし、自然を大切にしろ！震災から何も学んでない！ 

震災等の影響も有る地域なので行政主導で議会と共同で進める 

まず企業誘致が一番最初であるべきだ。 

仕事がら、市の天災などの安全対応 

職員の中に地域活動に協力性が無い人が見られる。 

良い活動があるのに参加の仕方が分からなかったり、宣伝不足。 

まちづくり前に行政を見直した方が良い。使えなすぎて困っている。話が伝わらない。 

無駄な事 

  

12.3%

63.3%

18.0%

2.7%

3.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

行政の支援を受けながら、

市民主導でまちづくりを進める

市民と行政が協力しながら、

一体となってまちづくりを進める

市民の協力を得ながら、

行政主導でまちづくりを進める

その他

無回答
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釜石市のまちづくりの進め方について、市民と行政の関係についてたずねたところ、「市民と行政

が協力しながら、一体となってまちづくりを進める」が 63.3％と最も多く、官民協働でまちづくり

を進めることが望まれていることを示す結果となった。 

 

 

問 31 釜石市の行政運営にあなたが望むことは何ですか。（あてはまるもの３つまで選択） 

 
有効回答数＝455 ※複数回答のため、合計は 100%にならない 

 

釜石市の行政運営に望むことをたずねたところ、「市職員の能力の向上」が 42.6％と最も多く、「民

間で活躍し実績のある人材の登用」が 36.3％、「行政情報の積極的な公開」が 35.2％と続いた。 

 

 

問 32 問 31 で「その他」を選んだ場合は、その内容を記載してください。 

職員の増員（職員の業務負担を軽減と能力発揮のため） 

行政という立場で、市民の先頭に立って反対を恐れずに進んでほしい。 

私の言える立場ではないのでお任せします。 

上から目線をやめる 

節操のない市職員の能力の低さ。何も期待なんかあるわけないでしょう。 

財源の多岐に渡る確保 

特になし 

市民参画による事業仕分け 

大きくお金を使う時、よく考えてほしい。本当に必要かどうか。未来につながるか、自然破壊して

いないか。 

マニュアル通りの対応ではなく、その人、人に合った対応を心がけてほしい。棒読みで説明されて

も融通の利かない対応をされ不快な思いをした。 

どの窓口でも客を無視する傾向あり、誰も見向きもせず返事もせず、ほぼどこの課でも。 

29.5%

42.6%

35.2%

36.3%

33.4%

21.1%

21.5%

5.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

窓口対応の向上

市職員の能力の向上

行政情報の積極的な公開

民間で活躍し実績のある人材の登用

公共事業の見直し

民間委託、民営化の推進

行政運営への市民参画の強化

その他



30 
 

働き方改革が推進される中、市役所は毎日遅くまで電気が付いていて、市役所が推進していくべき

ではないかと思います。 

支払通知が届き当日納めに行ったら、滞納金があると云われ少額ながら 100 円支払った。早目の通

知（滞納前）がほしい。 

公務員給料の見直し 

まずスタジアムの黒字経営を考えた方がいい。 

もう少し話が伝わる頭の良い人の採用を行うべきであると思う。 

先進行政等、他市町村の実態を調査しては？ 

何もない 
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◆人口減少に関する設問 

 

問 33 人口が減少することについて、あなたは問題と思いますか。（１つ選択） 

 
有効回答数＝455 

 

人口減少に対する問題意識をたずねたところ、「たいへん問題だと思う」が 67.0％、「やや問題だ

と思う」が 24.0％となり、合わせて９割以上が問題だと思っているという結果となった。 

 

 

問 34 人口減少問題への釜石市の対策として、何が重要だと思いますか。（あてはまるもの

３つまで選択） 

 
有効回答数＝453 ※複数回答のため、合計は 100%にならない 

 

 

問 35 問 34 で「その他」を選んだ場合は、その内容を記載してください。 

核家族の解消に向けた市民意識の改革 

人口減少を問題とすることに違和感を覚えている。特別な事と考える必要はない。 

デパートなど再建 

仕事があっても給料が安いのは NG。きちんと生活できる給料を払って。 

こんなアホなまちに何を期待するの？もう自然破壊の金もうけやめろ！！ 

67.0%

24.0%

6.4%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80%

たいへん問題だと思う

やや問題だと思う

問題とは思わない

無回答

57.2%

53.0%

18.3%

13.0%

10.4%

28.9%

7.5%

6.8%

41.9%

15.2%

11.5%

4.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

働きながら子育てできる環境の整備

医療・福祉サービスの充実

子どもに向けた施策の充実

大学、専門学校など高等教育の充実

観光交流人口の拡大

移住・定住の促進

地域コミュニティの育成

郷土愛やふるさと意識の醸成

雇用機会の創出

地域資源を生かした産業振興

住宅の供給

その他
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仕事、仕事、仕事のカテゴリーを増やすべきだ。 

収入の増加 

男性の働き方改革 

教育費を無料にして子育て中の家庭に生活費も支援（20 歳まで）特殊専門学校設立。 

家賃が高すぎる。 

他市町村に比べて家賃が大幅に高い。 

未婚者を減少させるための施策 

物価の見直し（家賃など） 

賃貸アパート等の家賃をもう少し安くする 

60 オーバーでも働きたい人はいる。表は若手、裏は年配などやり方は色々あるはず。 

娯楽施設の誘致 

男性雇用の職場 

安価でセンスのいい住宅 

物価を安くする事で行政の改善、市役所の人の対応の改善。 

物価、家賃等が高いのに、給料が安い。地域環境の見直し。 

年だから関係ない 

 

人口減少問題への釜石市の対策として重要と思うものをたずねたところ、「働きながら子育てでき

る環境の整備」が 57.2％と最も多く、「医療・福祉サービスの充実」が 53.0％、「雇用機会の創出」

が 41.9％と続いた。 

 

 

問 36 人口減少社会に適応するためには、どのような対策を講じていくことが必要だと思

いますか。（あてはまるもの 3つまで選択） 

 

有効回答数＝452 ※複数回答のため、合計は 100%にならない 

  

32.7%

7.1%

30.1%

43.4%

21.9%

18.4%

25.4%

30.5%

24.6%

6.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

高齢者の活躍促進

外国人の活躍促進

女性の活躍促進

働き方改革

過疎・中山間地域の振興

集中型まちづくりの推進

地域の支えあいと絆の強化

NPO､企業､行政などの多様な主体の連携と協働の促進

行政サービスの効率化

その他
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問 37 問 36 で「その他」を選んだ場合は、その内容を記載してください。 

企業誘致 

行政がやれる事をやっていく事が重要と考えます。 

家族で休日に楽しむことが出来る施設、サービスの充実。 

都市開発 

子育て世代への生活支援、子育てママの意見をよく聞いて住みやすい環境づくり。 

みんな出て行くべくだと思う！最低なまちバカな釜石市民 

雇用機会の創出と関連する制度の見直し、規制緩和 

職種のカテゴリーを増やし、若者にどんな職業もあるという釜石にしてほしい。 

過疎、中山間地域の切り捨て 

ただ人口が減るだけではなく高齢者が増えると思いますので、高齢者の方が安心して暮らせるよう

にしてほしい。（バス、タクシー、鉄道、病院、買い物など) 

特殊専門学校（特殊技術、IT など）を設立し、製鉄技術など特殊技術を伝える（もの作り） 

子育て支援（経済的にも） 

男性、女性共に独身者多く、対策。本人達の努力も含め急務。共に仕事中心で日々チャンスが少な

い。更に男女の出会いのチャンスを本人、其の他の間で少しでも増やしたら良いのでは。 

補助 

日々の生活が楽しいか（若者が定住したいと思うまちづくり） 

長いスパンでの目を持つブレーンの強化（いなくても良い） 

大型病院の拡大、医師の確保。 

少子化対策 

美、健康。自分への投資が出来るように経営が回ることを祈る。 

利用していない土地建物等の開発促進提供し移住させる募集。 

NPO 等、公務員の副業を積極的に勧める。 

都心からの複業者の促進 

シビックプライドの上昇、個々人の自己肯定感の上昇、トガリ 

市役所の人達がもう少し、しっかり仕事をすれば改善していくと思う。 

子育て支援 

生活環境の改善、市外に転出する事を減らす工夫。 

わかりません 

どうしようもないと思う 

 

人口減少社会に適応するためにはどのような対策を講じていくことが必要かをたずねたところ、

「働き方改革」が 43.4％と最も多く、「高齢者の活躍促進」が 32.7％、「ＮＰＯ、企業、行政などの

多様な主体の連携と協働の促進」が 30.5％と続いた。 
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◆行財政改革に関する設問 

 

問 38 釜石市が支出を節減・抑制する上で、重点的に取り組む必要があると思うものはど

れですか。（あてはまるもの３つまで選択） 

 
有効回答数＝453 ※複数回答のため、合計は 100%にならない 

 

 

問 39 問 38 で「その他」を選んだ場合は、その内容を記載してください。 

議員の議席削減 

節減、抑制はやっていると思う。身の丈にあった事を進めていくことが必要では。 

余計なものにお金を使かわない！！（変なモニュメントとかいらない） 

正規職員の給料を減らす。または契約職員の給料をもっと上げる。 

復興とは名ばかりで、補助金目当てで起業したり職員に何のメリットもない。バカ 

ラグビー施設など出費が大きすぎるものは、よく考えて丈夫で安く安全に！（自分のお金と思うこ

と） 

震災、復興で、業容が増えていると事と思います。それでも少なく抑える姿は、よく判ります。そ

の中身が立派な姿に形として表れております。それでなくとも職員達は奉仕精神で（無償でも）働

いているように見られます。投資している施設についても最大に運用されて、将来の釜石を造る一

つ、一つをものにする具体化を期待しております。（官民一体となって邁進する組織を造る位の気

持ちで） 

議員の削減、１０人位で良い。 

行政機関の無駄使い見直し。職員、組織の質の向上。 

市職員の給料と手当ての見直し。 

市会議員の人数を含め、人件費の削減等。 

どういうまちにするか？目標を長く見る、他人、市民アンケート。 

廃校舎の解体、土地活用 

市職員の削減 

スタジアムの維持費 

57.8%

67.3%

26.3%

31.1%

23.2%

5.7%

0% 20% 40% 60% 80%

行政全般の事務の効率化

事業を整理し、必要な事業を重点的に実施

補助金の削減や見直し

公共施設数の削減や広域での共同利用

民間の資金を活用した公共事業の実施

その他
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公務員の給料 

指定管轄 

１～5全て 

議員、市職員数の見直し 

市議員の給与の見直し 

公務員、各議員の給料見直し、及び人員削減。 

支出の内容が分からない 

今の釜石市で無駄な考え 

現在の釜石は健全財政と思うので人口定住策を考えるべきだと思う。 

ラグビー場の維持、管理費の抑制 

 

釜石市が支出を節減・抑制する上で、重点的に取り組む必要があるものをたずねたところ、「事業

を整理し、必要な事業を重点的に実施」が 67.3％と最も多く、「行政全般の事務の効率化」が 57.8％、

「公共施設数の削減や広域での共同利用」が 31.1％と続いた。 

 

 

問 40 公共施設を維持・更新していくためには、皆さまから納めていただいた多くの税金

を使う必要があります。今後の公共施設のあり方について、「納税者」としてのあな

たの考えに最も近いものは、次のうちどれですか。（１つ選択） 

 
有効回答数＝454 

 

 

問 41 問 40 で「その他」を選んだ場合は、その内容を記載してください。 

釜石市独自の施設という考えではなく、他市町村と共用の施設を考えていくべきでは。 

例、警察のあんなデカイ建物を作っている自体、税金の無駄使い！変わらないさ。 

29.5%

53.1%

11.2%

2.9%

3.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

公共施設は、人口規模などに合わせて

統廃合等により縮減していくことが望ましい

公共施設は、必要に応じて他の施設に

転用したり、資産を民間に貸したり売却

することが望ましい

公共施設は、今後も現状の数や規模を

維持することが望ましい

その他

無回答
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1 と 2 をケースバイケースで行うべきだと思います。 

自分のもの、自分のお金と考えて将来を見据えて使ってほしい。 

納税者とはまだ遠いから。 

ラグビー場など必要だったのか、夕張市みたいにならないか心配。 

高い借地、家賃を払って公共する意味が分からない。 

公園等のトイレが利用されていない、コンパクトにして水栓化に。 

人口規模に見合った施設を作るべき 

後利用（民営、黒字化）がしやすい施設としていくこと 

①の内容に近いが縮減ではなく統廃合との考え（人口が増加している地区もあること） 

市民から多く取るのではなく、仕事を行っていない市役所の人から多く取るべき。 

関係ない 

 

今後の公共施設のあり方について、「納税者」としての考えをたずねたところ、「公共施設は、必

要に応じて他の施設に転用したり、資産を民間に貸したり売却することが望ましい」が 53.1％と最

も多い結果となった。 

 

 

問 42 今後の市民サービスの水準と費用負担の関係について、あなたの考えに最も近いも

のは、次のうちどれですか。（１つ選択） 

 

有効回答数＝455 

 

 

問 43 問 42 で「その他」を選んだ場合は、その内容を記載してください。 

サービスの継続、廃止、拡大、縮小すべきものを整理し直し、費用負担はそれによって変える。 

上下水道等、生活に必要な事に負担は不可欠だが新しい事業を立ち上げる場合、市民（税金）のど

30.3%

41.3%

15.8%

7.1%

5.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市民サービスを維持・充実するためには、市民全体の

負担が増えてもやむを得ない

市民サービスを維持・充実するためには、そのサービ

スを直接受けている利用者のみの負担を増やすことが

望ましく、市民全体の負担を増やすべきではない

市民の負担を増やしたくないので、市民サービスを維

持できなくてもやむを得ない

その他

無回答
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こにどの位、負担がかかるか説明がほしい。 

県、国からの費用負担をお願いしながら市民サービスの向上を図る。 

考えがまとまりません 

まず、その維持する市民サービスとやらが何なのか本当に必要なのか吟味する事が重要！！ 

サービス内容を整理し、必要な物を充実させ、不必要な物を削減する。負担は利用者だけではなく

市民全体で平等に負担するべき。 

皆、生活苦しんだ、不要なサービスなんかすんな！税金使うな！！ 

深く考え過ぎてまともな考えが浮かばないです。すみません。 

最低限の維持はするべきだと思います。ただ人口も減っていくので多少は仕方ないのかなと考えて

います。 

利用者の負担と援助でやっていく。 

市民サービスの内容（意味）がわからない。 

市民サービスを市民の負担を増やすことなく維持することが望ましい 

サービスを受ける人、受けない人がいる。大きな差がでないようにサービスの内容を整理した上で

負担にならない程度の費用なら仕方ないと思う。 

市民サービスの内容がよく分からない。 

負担は広く浅く、経済的余裕の有る市民は有料サービスを受けてもらう。 

市民の負担を増やさず、市民サービスの水準を向上させてほしい。 

今まで、同様のサービスは出来ないのでしょうか？今まで通りで良いです。 

サービスを直接受けている利用者は多少の負担を増やす事が望ましい。 

本当に必要なものであれば、やむを得ない（最近判断が間違っている） 

ものによる。何とも言えない。 

市民全体の負担はやむを得ないが、応分の負担を利用者にもお願いする。 

機械化、AI 化をすることによって、何年でもとがとれるか、また人員がどれだけ少なくなるのか

が知りたいです。また、可能にする為の方法が知りたいです。 

100％でなくて良い。50％でも良い。信用性の高いものの充実性を。 

この質問は最低 

市民サービスの低下の前に事業を見直すべき、負担低増、維持。 

1,2 を組み合わせては。 

多少の負担増加は仕方ないが、本当に必要なサービスなのか再考が望ましい。 

高額所得者と低額所得者のバランスを検討する 

サービスによっては市民全体の負担とすべきものと、利用者のみの負担とすべきものの両方がある

と思います。 

費用を少なくしてサービスの充実をするべき。 

サービスの程度によると思う。 

費用に合ったサービス内容に下げたり、過剰なサービスを見直す 
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今後の市民サービスの水準と費用負担の関係についての考えをたずねたところ、「市民サービスを

維持・充実するためには、そのサービスを直接受けている利用者のみの負担を増やすことが望まし

く、市民全体の負担を増やすべきではない」が 41.3％と最も多い結果となった。 
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◆防災対策に関する設問 

 

問 44 あなたの住んでいる地域で自然災害（地震津波、土砂災害等）が発生した場合、特

にどのようなことが心配ですか。（あてはまるもの５つまで選択） 

 

有効回答数＝447 ※複数回答のため、合計は 100%にならない 

 

 

問 45 問 44 で「その他」を選んだ場合は、その内容を記載してください。 

東日本大震災前と道路状況が変わっていないので家そのものが大丈夫でも、職場や子どもの学校か

ら家までの道路が災害でダメになれば陸の孤島になると思う。 

ペットと避難できる場所があるのか？ 

金儲けの為に自然破壊しているから、森の動物達がかわいそう。心配、クソ人間。自然と共存しろ！

河川氾濫 

孤立してしまう事 

なし 

全体的に想定が甘い。避難所までのルート、迂回路、本当に避難所は安全なのか。いつも避難でき

る状態ではなくなってから勧告や指示がでるので結果的に避難できず取り残されている人がいる。

  

52.6%

36.9%

17.2%

28.9%

12.1%

60.0%

20.4%

30.9%

38.0%

17.9%

7.2%

36.5%

33.1%

11.2%

12.5%

18.1%

0.2%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

家屋・建物の倒壊

がけ崩れ・地割れ

津波による浸水

洪水による浸水

堤防・防潮堤の決壊

電気・水道・ガスの供給停止

道路や鉄道機関の被害や混乱

携帯電話を含む電話の不通

家族や友人の安否

災害状況などの情報の入手

自主防災組織等による協力体制

食料や飲料水などの不足

けがや病気の場合の医療体制

仕事や事業の継続

避難路の安全性

避難場所の安全性

特に心配はない

その他
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住んでいる地域で自然災害が発生した場合に特に心配なことをたずねたところ、「電気・水道・ガ

スの供給停止」が 60.0％と最も多く、「家屋・建物の倒壊」が 52.6％、「家族や友人の安否」が 38.0％

と続いた。 

 

 

問 46 あなたが自然災害（地震津波、土砂災害等）が発生した場合に備えて日頃から準備

していることについて、項目ごとに「準備を行っている」または「準備を行っていな

い」を選択してください。（１つ選択） 
 

１ 非常持ち出し品の用意 

 

有効回答数＝455 

 

２ 水や食料などの備蓄品の用意 

 

有効回答数＝455 

 

３ 自宅の標高の確認 

 

有効回答数＝455 

 

４ 行政が指定している避難場所の確認 

 

有効回答数＝455 

40.4% 55.4% 4.2%

準備を行っている 準備を行っていない 無回答

48.8% 46.6% 4.6%

準備を行っている 準備を行っていない 無回答

48.8% 45.1% 6.1%

準備を行っている 準備を行っていない 無回答

77.1% 18.5% 4.4%

準備を行っている 準備を行っていない 無回答
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５ 指定避難場所以外の避難場所の検討 

 

有効回答数＝455 

 

６ 避難場所までの避難経路を地図などで確認 

 

有効回答数＝455 

 

７ 避難場所までの避難経路を実際に歩いて確認 

 

有効回答数＝455 

 

８ 家族で、避難方法や連絡方法の相談 

 

有効回答数＝455 

  

47.0% 47.0% 6.0%

準備を行っている 準備を行っていない 無回答

62.2% 31.0% 6.8%

準備を行っている 準備を行っていない 無回答

44.4% 50.1% 5.5%

準備を行っている 準備を行っていない 無回答

49.0% 45.7% 5.3%

準備を行っている 準備を行っていない 無回答
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９ 行政が主催する防災講演会や防災活動への参加 

 

有効回答数＝455 

 

10 町内会組織で避難場所や避難方法などの相談 

 

有効回答数＝455 

 

11 町内会組織で避難困難者への支援方法の相談 

 

有効回答数＝455 

 

12 家屋転倒に備えた自宅の家財道具の固定 

 

有効回答数＝455 

  

22.7% 71.4% 5.9%

準備を行っている 準備を行っていない 無回答

22.7% 71.4% 5.9%

準備を行っている 準備を行っていない 無回答

15.2% 78.4% 6.4%

準備を行っている 準備を行っていない 無回答

38.3% 56.9% 4.8%

準備を行っている 準備を行っていない 無回答
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13 釜石市の災害情報メールサービスへの登録 

 

有効回答数＝455 

 

自然災害が発生した場合に備えて日頃から準備していることについてたずねたところ、準備を行

っているものについては、「行政が指定している避難場所の確認」が 77.1％と最も多く、「避難場所

までの避難経路を地図などで確認」が 62.2％、「家族で、避難方法や連絡方法の相談」が 49.0％と

続き、避難行動に関する準備が上位を占めた。 

一方、準備を行っていないものについては、「町内会組織で避難困難者への支援方法の相談」が

78.4％と最も多く、次いで「町内会組織で避難場所や避難方法などの相談」、「行政が主催する防災

講演会や防災活動への参加」がそれぞれ 71.4％となり、町内会組織での自然災害への備えが不十分

であることを示す結果となった。 

 

 

問 47 あなたは次の地震津波、土砂災害等の避難訓練に参加したことがありますか。（あて

はまるもの全て選択） 

 

有効回答数＝455 ※複数回答のため、合計は 100%にならない 

 

避難訓練への参加についてたずねたところ、「いずれも参加したことがない」が 40.9％と最も多い

結果となった。 

  

38.0% 56.7% 5.3%

準備を行っている 準備を行っていない 無回答

18.0%

22.2%

32.3%

40.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市役所主催の避難訓練

自治会・町内会・地区の避難訓練

勤務先の避難訓練

いずれも参加したことがない
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問 48 問 47 で「いずれも参加したことがない」を選んだ方に伺います。いずれも参加して

いない理由をお選びください。（あてはまるもの全て選択） 

 
有効回答数＝186 ※複数回答のため、合計は 100%にならない 

 

避難訓練に参加したことのない理由をたずねたところ、「いつどこで開催されているか知らないか

ら」が 46.2％と最も多く、「時間がないから」が 32.8％、「面倒だから」が 10.8％と続いた。 

 

 

問 49 問 48 で「その他」を選んだ場合は、その内容を記載してください。 

闘病生活中、近所には誰もいない。 

鵜住居のことがあってから地域みんなで…という方法に疑問を感じている。かえって集団心理が怖

い。 

参加した為に沢山の人が避難場所と勘違いして亡くなっただろう、責任とれんのか！ 

遠方に住んでいるから 

持病が有って体調が都度変わるため 

日、時が仕事の都合で合わない。 

小学校の避難訓練には参加しました。川目の避難場所はありますか？ 

緊張感がないからだと思う。 

甲子川が溢れたら危険だから大丈夫かな？と思う。 

内陸から４年前に来たので地域も高齢になって過疎になっており活動もあまり行っておりません。

家自体が安全な所にある 

足が不自由の為 

転入してきてから行われない為 

行くまでが大変 

中学で十分学んだから 

日程が合わない 

  

10.8%

32.8%

8.6%

46.2%

5.4%

9.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

面倒だから

時間がないから

必要がないと思うから

いつどこで開催されているか知らないから

家族が参加しているから

その他
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問 50 あなたは日頃、近所の人とどの程度の付き合いをしていますか。（１つ選択） 

 

有効回答数＝449 

 

近所の人との付き合いの程度をたずねたところ、「顔を見ればあいさつをする」が 46.3％と最も多

く、次いで「たまに世間話や立ち話をする」が 22.5％であったが、「困ったときに相談や助け合いが

できる」は 15.2％、「簡単な頼みごとができる」は 9.1％にとどまった。 

 

 

問 51 あなたのお住まいの地区で次の災害が発生した場合のリスクについて、どの程度 

知っているか、項目ごとに選択してください。（１つ選択） 

 

１ 津波（本庁･平田･鵜住居･唐丹管内の方のみご回答ください） 

 
有効回答数＝187 

 

２ 土砂災害 

 
有効回答数＝455 

  

15.2%

9.1%

22.5%

46.3%

4.7%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

困ったときに相談や助け合いができる

簡単な頼みごとができる

たまに世間話や立ち話をする

顔を見ればあいさつをする

まったく付き合いはない

無回答

1.6%

7.0% 6.4% 47.6% 21.9% 15.5%

全く知らない ほとんど知らない どちらでもない 知っている よく知っている 無回答

7.5% 22.2% 21.1% 33.8% 7.3% 8.1%

全く知らない ほとんど知らない どちらでもない 知っている よく知っている 無回答
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３ 洪水 

 
有効回答数＝455 

 

居住する地区で自然災害が発生した場合のリスクについて、災害別にたずねたところ、津波につ

いては「よく知っている」が 21.9％、「知っている」が 47.6％となり、合わせて約７割が知ってい

るという結果となった。 

一方、土砂災害では「よく知っている」が 7.3％、「知っている」が 33.8％となり、知っているの

は合わせても約４割、洪水でも「よく知っている」が 7.0％、「知っている」が 36.7％となり、知っ

ているのは合わせても約４割であり、津波と比較してリスクが知られていないことを示す結果とな

った。 

 

 

問 52 釜石市では、東日本大震災の発生を機に、あらゆる災害から身を守る知恵を次の世

代へと伝えていくため、「市民の誓い」として、平成 31 年 3 月 11 日に「釜石市防災

市民憲章」を制定しました。あなたは、「釜石市防災市民憲章」について知っていま

すか。（１つ選択） 

 
有効回答数＝455 

 

「釜石市防災市民憲章」について知っているかをたずねたところ、「聞いたことがあり、意味も知っ

ている」は 25.1％にとどまり、「聞いたことはあるが、意味は知らない」が 44.6％と多数を占め、「聞

いたことがない」も 27.9％であった。  

8.1% 20.9% 19.8% 36.7% 7.0% 7.5%

全く知らない ほとんど知らない どちらでもない 知っている よく知っている 無回答

聞いたことが

あり、意味も

知っている

25.1%

聞いたことは

あるが、意味

は知らない

44.6%

聞いたことが

ない

27.9%

無回答

2.4%
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◆広域連携の推進に関する設問 

 

問 53 釜石市では必要な生活機能を確保し、人口定住を促進するため、中長期的視点に 

立った広域連携の取り組みとして、平成 30 年３月に大槌町と定住自立圏形成協定を

締結するなど広域連携に取り組んでいますが、当市の取り組みをどのように評価しま

すか。（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有効回答数＝455 

 

釜石市の広域連携の取り組みに対する評価をたずねたところ、「分からない」が 62.4％と多数を占

めた。「積極的だと思う」は 22.6％と、「消極的だと思う」の 11.7％を上回る結果となった。 

 

 

問 54 人口減少社会における高齢化や人口の低密度化等により行政コストが増大する一方

で、人材や財源等の資源は減少傾向にありますが、今後、広域で取り組みを推進する

べきだと思いますか。（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有効回答数＝455  

積極的だと思

う

22.6%

消極的だと思

う

11.7%
分からない

62.4%

無回答

3.3%

もっと取り組

みを行うべき

だと思う

78.7%

取り組みを行

う必要はない

12.1%

その他

4.8%

無回答

4.4%
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問 55 問 54 で「その他」を選んだ場合は、その内容を記載してください。 

大槌町との連携は不要。遠野市との連携に力を入れるべきでは？ 

私には決められません。 

広域で取り組む、メリットデメリットが分からないので判断できない。 

行政コスト自体、不必要なものはないか、もう一度見直す必要はないか？ 

行政で取り組むのではなく、民間に任せた方が良い。コストが増大するなら。 

無駄だから！全て税金の無駄使いばかりしている！反省なし！ 

財源と行政コストの情報開示が少ない為、判断出来ません。 

“広域で取り組みを推進する”のイメージがつきませんでした。 

分からない 

分からない 

その都度その都度に合った方法を選びましょう。 

既に取り組んでいるはず、なかなか難しいと思う。 

質問の意図をうまく読み取れませんでした。すみません。 

行政の電子化 

必要に応じて取り組みを行えば良いと思う。 

どうでもいい 

分からない 

サービスの見直しをする 

色々な事に手を出さず、財を市民の為に利用してほしい。 

 

今後、広域で取り組みを推進するべきかをたずねたところ、「もっと取り組みを行うべきだと思う」

が 78.7％と多数を占め、「取り組みを行う必要はない」の 12.1％を大きく上回った。 
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問 56 問 54 で「もっと取り組みを行うべきだと思う」を選んだ方に伺います。広域で取り

組みを推進するべき施策は何だと思いますか。（あてはまるもの２つまで選択） 

 
有効回答数＝353 ※複数回答のため、合計は 100%にならない 

 

広域で取り組みを推進するべき施策をたずねたところ、「医療・福祉施策」が 69.7％と最も多く、

「観光施策」が 31.4％、「交通施策」が 27.2％と続いた。 

 

 

問 57 問 55 で「その他」を選んだ場合は、その内容を記載してください。 

施設という事ではなく、すべてにおいて大槌町とだけではなく、もっと広域で取り組むべきと考え

る。 

工業、商業の企業誘致 

魅力有る、仕事場と生活出来る所得が必要だと思います。 

外国人労働者を早急に受け入れるべきだ。外国人労働者を入れて繁栄しなかった国は無い。アメリ

カを見よ。 

特殊技術を教える学校をつくるべき（自然環境に悪影響しない事が条件必須） 

商店を増やす 

釜石に仕事があれば帰りたい子の家族 

映画館を行政も支援しながら作って欲しい。 

高齢化社会を見越しての取り組み 

若者の雇用促進と企業誘致 

雇用の確保 

市民の娯楽の充実 

  

31.4%

25.8%

27.2%

69.7%

3.7%

9.3%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80%

観光施策

施設の維持・管理

交通施策

医療・福祉施策

国際交流

自然環境の保護

その他
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（２） 高校生 

 

◆回答者の属性等に関する設問 

 

問１ あなたの性別についてお答えください。（１つ選択） 

 
有効回答数＝230 

  

男性

47.0%
女性

52.6%

無回答

0.4%
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◆これからのまちづくりに関する設問 

 

問２ 釜石市が将来目指すべきまちの姿は、次のどれだとお考えですか。（あてはまるもの

３つまで選択） 

 
有効回答数＝230 ※複数回答のため、合計は 100%にならない 

 

 

問３ 問２で「その他」を選んだ場合は、その内容を記載してください。 

自然とふれあえる町 

文化や食、郷土芸能が盛んなまち。 

市民が良いことをしたら称えられるまち。 

個性のあるまち 

ショッピングモール等の増加 

 

釜石市が将来目指すべきまちの姿をたずねたところ、「自然環境を大切にしたまち」が 41.7％と最

も多く、「交通利便性が発達したまち」が 27.4％、「活気のある商業のまち」が 26.1％と続いた。 

  

41.7%

13.0%

7.0%

27.4%

26.1%

4.3%

20.0%

8.7%

18.3%

25.7%

13.5%

14.8%

5.7%

16.5%

4.8%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1. 自然環境を大切にしたまち

2. 教育・文化に恵まれたまち

3. 歴史的資源を生かしたまち

4. 交通利便性が発達したまち

5. 活気のある商業のまち

6. 豊かな工業のまち

7. 農林漁業を活かしたまち

8. 住宅地の環境が優れたまち

9. 災害に強いまち

10. 福祉や医療などが充実したまち

11. スポーツが盛んなまち

12. 国際交流が盛んなまち

13. 情報のﾈｯﾄﾜｰｸが整ったまち

14. 観光や交流が盛んなまち

15. 市民参加が盛んなまち

16. その他
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問４ 問２で選択した全ての項目について、選択した理由を簡潔に教えてください。 

今釜石はラグビーで盛り上がっているし漁業が盛んな町だと思うからこれからも続けていけばい

いと思った。 

１．釜石は自然が豊かだからそれを活かすべきだと思う。 ２．歴史的なものもあるからそれを使

った観光などできると思う。 12.グローバル化が進んでいるので、世界中と交流すべきだと思う。

今釜石に足りないものだから。 

交通面ではもう少しバスの本数を増やしてほしいから。 

夜に１時間１本の交通機関が不便。 

自然を大切にすることは重要だと思う。活気ある町にした方が良いと思う。 

・釜石は自然が豊かだから。 ・豊富な海の幸があるから。 ・外国の人にも釜石の魅力を知って

ほしいから。 

グローバル社会に対応していき、まちをすたれさせないため。 

５．シャッター街ではなく活気のある街になってほしい。 13.情報のネットワークが整っている

のは理想的。暮らしやすくなるのではないか。 12.外部からのお客さんがたくさん来るとうれし

い。国際化が進む中で地元で交流できるとうれしい。 

教育の水準に不満がある。他地域との競争において、強みは農林漁業と思ったから。 

交通利便性が良くないと来たい人が来づらいから。 

新しいことを取り入れることも大切だと思うが今あるものを最大限に活かしてから取り入れるべ

きだと思う。 

今から釜石が観光地化するのや商業が栄えていくのは難しいと思うから、これからも釜石を残して

いくのであれば住みやすさや漁業を押していけば良いと思う。 

釜石の豊かな自然をいつまでも大切にしてほしいし、していきたいから。「海のまち」と言われる

くらいだから。将来のため。 

市民が釜石市の行事などに関心がないのが問題であると思うから。 

釜石が今必要としていることだから。 

１．自然環境、海や山などに恵まれているから活かすべき。 ９．災害 大震災の経験などを活か

していけるから。 10.福祉、高齢者が目立つ今、その方たちに元気に生活してほしいから。 

外部人材を集めるためにも５、14、15 のことは必要不可欠ではないかと思ったから。 

震災前の釜石を取り戻したいから。 

７．釜石は海に面しているからその特徴を活かすため。 ９．海が近く津波が危険だから。 10．

医師が不足していると思うから。 

山、川が身近にあるから。 

必要不可欠だと思ったから。 

１．釜石の豊かな自然は守り続けていくべきだと思うから。 ３．長い歴史のある町を大切にした

いから。 10．釜石の復興・発展に欠かせないことだと思うから。 

・釜石は道端にごみが捨ててあるなど環境的に悪い。 ・生徒が過ごしやすい環境を作るべき

だ。 ・渋滞がたまに起こるのを改善すべきだ。 

４．バスや電車の本数が少なく、遠出する際に不便だと感じたから。 10．人口減少に伴い病院数
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も減少しているため。 14．ラグビーワールドカップも含めグローバル化を発展させることが大切

だから。 

・自然が豊かで海産物もおいしいから海外の人にも受け入れてもらいやすいと思ったから。 

１．自然資源は釜石の良いところなのでもっと伸ばすべきだから。 ４．交通利便性が良いと外部

からも人が集まりやすくなるから。 12．国際交流は、今の時代とても重要なことであるからもっ

と盛んにするべき。 

１．自然が豊かなところが良いところでもあるからそのようなところを大事にしてほしいと思うか

ら。 ４．まちに人がたくさん来るようにするには、やはり交通利便性が良くないとまちに人が行

きづらくなるから。 11．釜石はラグビーがあるのでそれを生かしてスポーツを盛んにしていけば

市外からの人も増えるだろうし活気づくのではないかと考えるから。実際ラグビーが釜石に来るこ

とになってから、前より活気づいたと思うから。 

１．自然の豊かさ、きれいさは釜石という町にとって誇れるものだと思うから。 ５．過疎化の影

響もあり商店街などのにぎわいが不足していると感じるから。 12．今回のラグビーワールドカッ

プを機に、国際交流の発展をすすめれば釜石を訪れたり興味を持ってくれる人が増え、地域の活性

化につながると思うから。 

空き家などがみられるのでそれらをもっと活用して活気づけたいと思ったから。ラグビーワールド

カップもあるのでこの機会をうまく使ってほしい。 

まず、観光や交流が盛んな町を目指すべきだと考えそうするには情報のネットワークが整っていな

いとできない。または、来る人が少ない、となり、またそれで人が増えると自然環境問題へと発展

すると思ったから。 

・自然が豊かだから。 ・重要な歴史があるから。 ・老人が多いから。 

現状を考えたとき１番目指しやすくて市民全員が協力できるようなものだから。 

交通面でまだ不便なところがあるから。 

・釜石には鉱山といった資源があるから。 ・震災を経験したのでそのことから学び、また津波が

きても災害に強い町にしてほしい。 ・ラグビーワールドカップもあるので国際関係を盛んにして

ほしい。 

・住む地域による情報格差があるから。 ・教育に力を入れている秋田市では市営の自習室があり、

勉強を教えられる人がついていて、夜９時まで受験勉強をそこでしたという知り合いの話を聞き、

釜石市にも教育に更に力を入れてほしいと思ったから。 

釜石市が発展していく中で特に必要だと思ったから。 

・自然が豊かだから。 ・震災を経験しているから。 ・福祉や医療が充実していればよそから移

住してくる人も見込めるから。 

・人口減少が著しい中で少ない子どもたちを充実した環境で育てていくことができれば魅力的だと

思うから。 ・観光や交流を行うことで人を呼び込み、活性化が期待できるのではないかと考えた

から。 

・バスが少ない。 ・都会に行きづらい。 

８．若者への策を多くすべき。 12．活気を取り戻すには日本のみならず海外との交流を活かした

方が良い 14．海産、鉄鉱などたくさんの観光資源をもっと生かした方が良い。 
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・釜石はシャッター街もあったりして、活気はないと思う。 ・バスの本数が減って料金が高くな

ったし、電車も本数が少なくて不便。 ・医療が発達していないからすぐ内陸の病院に行かされる。

震災から学んだことを後世に伝承していくために災害に強い町。特に釜石は高齢化が進んでいるか

ら、福祉や医療が充実してほしいという思いと、年齢が関係なく体を動かすことで長生きすること

と、健康な体をつくれれば良いなと思った。 

情報のネットワークが整えば国際交流もより盛んになるし、国際交流が増えれば、若い人たちの可

能性も広がると思うから。 

主にどの３つも住んでいる人が充実していると感じられる町になってほしいと思い選択。 

・やはり自然が豊かだと思うので大切にしていきたい。 ・商業の町にしていきたいと思ったか

ら。 ・農林漁業を活かせる町だから。 

４．交通機関の運行数が少なく、不便だから。 ９．大きな災害が発生したとき誰一人として命を

落としてほしくないから。 10．高齢化により、高齢者が増えているから。 

１．釜石は海や山など自然に恵まれているのできれいな自然を後世にも残してほしいから。 12．

海外に釜石を知ってもらえるし、グローバル化が進んでいるから。 15．市民が自分たちの町に興

味がないとどんどん衰退していくだけだと思うから。 

・交通利便性が発達すれば観光に訪れる人やまた来たいと思わせることができると思うから。 ・

ラグビーワールドカップで国際交流があるので活かしてほしい。もっと外国人にやさしいまちにす

るために、看板や案内マップなどを作るべきだと思う。 

４．今のバスがさすがに酷い。 ９．震災があって災害に強い町という意味ではなく、その対策が

強い町。 13．情報がネット等に載ると観光客も来やすい。  

釜石といったらこれだから。 

交通の便が良ければ、もっと釜石に行きやすくなるから。 

・自然豊かな釜石を守っていくためには環境の整備が必要だと思うから。 ・教育を工夫し子ども

の人口流出を防ぐ。 ・市民の積極的な働きかけで市を発展させていきたい。 

災害を経験したまちだから。 

・釜石は自然豊かだから。 ・魚とかかわいいから。 

教育はすべてのことに通じていて大切なことだから。 

・商業施設、病院が少ないと感じるから。 ・自然環境を活かしてよりよいまちにしたいから。 

４．渋滞が多くみられるから道路の拡張や歩道の整備をしっかりしてほしいし某ショッピングセン

ターのところで混雑するのは駐車場のとり方が悪いからだと思うから、配慮してほしい。 ５．釜

石は商業に力を入れているのかわからないけど、圧倒的に商業力が足りないと思うから。 ６．釜

石は何といっても製鐵所があるから工業では発達している方だと思うけど、製鐵所だけではない工

業所などに力を入れた方が良いと思う。 

ラグビーとか盛んなのでそれを土台に国際交流をして、そのために交通利便性を良くすれば良いと

思ったから。 

・歴史的資源を国外にも発信していってほしいから。 ・自然と共存していってほしいから。 

２．教育にもっと力を入れた方が良いと思ったから。 ４．交通利便性が発達していないと思うか

ら。 ５．活気のある商業が減少してきていると感じるから。 
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２．音楽面の充実。 ５．商店街にもっと活気がほしい。 10．少子高齢化のため。 

・今ある釜石の良いところを伸ばしていくべきだと思ったから。 ・交通利便性が発達すれば若者

も流れてきやすいから。 

釜石には他にはないようなものがあるので、それを活かして商売にして売ったり、世界遺産をもっ

とアピールする必要があると思ったから。また、ラグビーワールドカップが開催されるので、各地

から来た人にまた来てもらえるように観光や他の地域の人との交流を大切にしていった方が良い

と思ったから。 

12．ラグビーワールドカップなどで来る外国人たちにも暮らしやすい町になりたいので英語表記の

看板等増やしたりしたいと思ったから。 

釜石の良いところを生かしたものが良いと思ったから。 

２．賢いまちにするため。 10．お年寄りや障害がある人たちが安心安全に暮らせるため。 12．

いろいろな国の人と交流することでいろいろな知識を得たり文化の多様性を生むため。 

国際交流で外国人居住者を増やしたり商業に活気が出てきたら、釜石の人口が増え、市民参加が盛

んになり、もっと釜石が岩手でも盛岡に負けないくらいの町になっていくと思うから。 

１．地域のかさ上げなどで山がどんどん削られていっているので植林など自然を考えるべきだと思

ったから。 ９．震災で多くの人が犠牲になったが、もうそんなことにはなってほしくないから災

害について考えるべきだと思った。 10．少子高齢化が進む中でその社会に適応した環境をつくる

べきだと思ったから。 

・国際交流が増えれば釜石の良さを日本中、世界中に発信する良いきっかけとなるから。 ・活気

ある町はたくさん人が来たいと感じるのではないかと思ったから。 

選択した理由として私の今思う将来がこうであってほしいという願望です。 

（７）と同じ 

釜石は山や海があるのでうまく使った方が良いと思ったから。 

ラグビーワールドカップでたくさんの人に釜石を知ってもらい盛んになってほしいから。 

いろんなイベントをやって活気を出そうとしているけれど、まずは身の回りの問題、課題をやって

いくべきだと思うから。根本的なことから変えないと何も始まらない。 

５．一部は活気があっても釜石市全部に活気があるとは思わないから。 10．福祉施設の割合とお

年寄りを介護する人の割合に差があると思うから。 

５．活気は町がずっと元気であり続けるのに大事なことだと思うから。 11．釜石といえばラグビ

ーなので今人が少なくてイメージが弱っている気がするから。 12．せっかくのラグビーワールド

カップの機会を利用して国際交流を盛んにしても良いのではないかと思ったから。 

・体を動かして生活したいから。 ・高齢化の中で対処していかなければならないから。 

自然豊かな釜石だからこそそれを活用したまちづくりをするべきだと思います。観光というより商

業を中心にすれば人口が増える可能性もあるだろうし、人が増えればもともとある釜石の資源への

注目度、必要度が上がると思う。また、大震災は自分にとっても大きな出来事だったので、将来に

つなげることが大切だと思う。 

今の釜石には人も建物も活気がないと感じたから。 

人口減少の理由が大学等の進学先がなかったり、働く場所が少ないために特に若者が地元を離れる
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ことだと思うから。 

１．釜石の自然が好きだから。 ４．今のままだと交通が不便だから。 14．人がたくさん集まっ

てくると思うから。  

市民が住みやすくかつ、観光客も楽しめる町になってほしいから。 

・自然環境を大切にすれば自然と観光客だったり市外からたくさんの人が集まってきて、人口減少

の対策にもなるから。 ・東日本大震災から学んで、もしこれから大きな災害が起こっても素早く

対応できるまちになるといいと思うし、安心安全に暮らせる。 

東京のように都会過ぎても大気などが汚れてしまう。 

ラグビーワールドカップがあるから。 

自然以外何もないと思うから。 

・釜石にはテニスコートなど市民がスポーツをする場所が少ない。 ・今ラグビーで盛り上がって

いるし、三鉄も開通したからもっと有効に活用するべき。 

人が少ないから仕方ないのかもしれないけれど、店とか少ないし、バスも少ないし、街灯とか少な

いところもあるから。 

４．バスや電車の本数が少なすぎる。 11．沿岸地区は内陸に比べるとあまり強いイメージがない。

高齢化が進んでいるので活発な釜石市にしたいと思ったから。 

釜石は自然や農林漁業が盛んだから、それを活かすべきだと思うから。 

この自然豊かな町が釜石の特徴だから。 

交通の便を良くすることでもっと観光客が増える。商業のまちにすることで金のまわりを良くして

活気のある町にする。釜石にはまだ医療関係の施設がない 

都会に住みたいから。 

活かした方が良いから。 

特にこの釜石ではまだまだ医療や福祉について充実しているとはいえないため、これからの未来の

ために、第１に医療を充実するべきだと思った。 

ラグビーワールドカップなんかやるより自然などを大切にしていった方が良いと思う。 

釜石市は津波に襲われたが今後は経験を活かすことができるから。山にある木を残しておけば土砂

崩れなどの災害を防げるから。植林の文化があれな林業も盛んになるから。 

・山や海をもっと活かすべき。 ・自分が学生だから教育には力を入れてほしい。 ・病院へ行く

のに釜石を出る時があるから。 

１．釜石は自然環境がきれいだと思うので大切にしたいと思ったから。 10．釜石は高齢者が多い

ので、充実してほしいと思った。 14．観光する場所は少ないけれどそういう場所を作って交流が

盛んになれば釜石も活気が出ると思う。 

ラグビーワールドカップがあるから。 

・釜石は自然豊かだから。 ・大観音周辺の活気を取り戻そうとしている人たちがいるから 

釜石に特化した魅力がないと良い町にならない。 

それしかない。 

・住みやすい町になってほしいから。 ・ラグビーワールドカップで多くの人が釜石を訪れるから。

釜石の特性を活かせばよいと思うから 
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・高齢者が多いから。 ・この先どんどんグローバル化していくと思うから。 

１．山に挟まれているから。 12．外国人が集まる町として有名になれるから。 

東日本大震災の経験から災害に強いまちになってほしいと思うから。 

・都会に行ったとき空気が悪いと思ったから。 ・これから高齢者が増えていくから。 

・スポーツではラグビーをもっと前面に出していいと思ったから。 ・商業において活気をつける

ことは人が集まることにもつながるから。 ・教育文化が恵まれているまちは、戻ってきたいと思

う人が増えると思ったから。 

釜石市は「鉄のまち」とも言われているので、その資源を活かした政策をすれば良いと思うから。

立地的にも仙台などのような中枢都市にはなれないかな。ここにある自然のものを最大限に活かす

べきだと思う。自然を大切にするだけの本格的なまちづくり。 

今の自然を保ったまま昔のような活気のある町に戻ってほしい。 

・ラグビーのチームがある。 ・ラグビーワールドカップが行われる。 

自分たちの住んでいる釜石は自然に恵まれているのでそこを活かせたら良いと思うのと、商業も盛

んにしていけたらさらに良いと思うから。 

私の住んでいるところまで行くバスが少なく、学校や部活に行く際に困る。 

11、12．ラグビーワールドカップがあるから。 ９．次の災害に備えて。 

１．海、山など誇れるものがあるから。 ３．釜石にもいろいろ歴史があるから伝えるべきだと思

うから。 ５．復興した釜石を世界に発信するべきだから。 

人口減少は止められないと思うからせめて活気があったり工業が豊かだったりすれば、住む人たち

も増えて大幅な人口減少を緩和できると思う。 

高齢者が増えているので福祉や医療を充実した方が良いと思ったから。 

釜石は自然を活かして客を呼んだ方が良いと思う。 

・世界的にもゴミの問題が上げられているから。 ９．「災害に強いまち」というのが意味がわか

らない。災害に強いというのでまちづくりにはならないと思う。それらを特色にしてどのような効

果が生まれるのか。プラスチックの使用量削減。レジ袋禁止令。 ・釜石の交通量が多いのも交通

の便が少ないからだし、バスもコミュニティバスがなくなり困っている人も多いはず。小川方面の

バスが少なすぎる。中枢の場所だけを行き届かせることだけでいいのか。 

バスや電車の本数が少ないから。 

釜石の良さを伝えるべきだと思うから。 

・釜石は農林漁業が豊かだからそれを活かしていく。 ・交通が発達していれば観光客も来やす

い。 ・車の事故が起きない。 ・高齢者が多くなってくるから。 

町だけが活気づいているからそれがどんどん甲子とか大平まで広がっていってほしい。 

人をたくさんにした方が良いと思ったから。 

全て人口獲得必要だと思った。今土地開発などさまざまな開発が進んでいる中、自然環境を大切に

することは特色にもなると思うし、観光客なども獲得できる。また、祭りを増やし、交流などを増

やしていけば、活気のある町になると思った。最後に、福祉や医療は絶対になくならず、市民の豊

かで安心できる生活につながると思った。 

釜石らしさを保つため。 
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１．山、海どちらにも恵まれているのが自慢だから。 ４．年配の方も多く若者も良く使うから。

９．被災地として発信していく必要があるから。 

２、10．住みやすいまちづくりで釜石の人口を増やしたいから。 14．活気のあるまちにしたいか

ら 

自然環境がきれいなまちであれば人も集まりやすいと思うし、福祉や医療が発達すれば生活しやす

いと思う。でもこのようなことを考えても交通が不便であればここに来たいとは思わないと思うの

で交通だけはしっかりした方が良い。 

１．釜石は自然が豊かだから将来も続けていってほしい。 ３．鉄をつくり出したまちだから。 ７．

海も近くにあり自然も多いところは数少ないと思うから。 

最近高速道路ができたり、外国人が釜石に来ていたりするから。 

11．ラグビーを PR するため。 12．ラグビーワールドカップ。 14．人がたくさん来るから。 

１．緑はある方がいいから。 ２．教育が盛んな国が発展するのと同じ。 ４．遠野～釜石間の電

車の時間がかかりすぎている現状。 

５．買うものがないと人が集まらないと思うから。 10．保育園や病院が多いと住む人が増えると

思うから。 

今の釜石にはいい病院や医者がいないので盛岡などにわざわざ行かないといけなくなってしまう

から。 

自然が多い町にしてほしいから。 

・自然で森などがあった方が良いと思う。 ・釜石ではダメで都会の方に行かなくてはいけないか

ら。 

これから先お年寄りが増えるから、福祉や医療に優れたものが良いと思うから。 

４．観光を重点的にやってしまうと交通の面で不便なところが出てきてしまう。釜石の中心部がバ

スなどの利用で不便がほとんどないのは理不尽な気がする。 10．釜石は若い人達が少なく、高齢

者が多いのに、福祉や医療などがあまり充実していないと思った。 

１．自然を大切にすることはとても良いことだから。 ８．人が住む場所の環境は住む人にとって

大事なことだから。 10．福祉や医療はシンプルに大事だと思う。 

４．釜石は電車、バスなどがひどいときには１時間に 1本しかないから。 ９．釜石は震災があっ

て多くの被害を出したから。 

11．スポーツが好きな人が多いし、岩手は昔強かったから。 

１．自然環境を大切にすることで地球環境の改善につながるから。 10．医療などが充実していな

ければ亡くなる人が多くなるから。 

４．釜石は交通が不便。 ５．まず第一に横丁をつぶしたのがとてももったいないと思う。東日本

大震災でなくなったが昔からあったものを復興してほしい。 ７．海が近いのだから海の新鮮なも

のを使ってにぎやかにすれば良い。 

自分の住んでいるまちのバスの数が少ない。バスで学校まで行けない。 

９．海が近いし山も多いので津波土砂崩れなどの災害が危ないから。 11．ラグビー以外にももっ

と盛んなスポーツを増やして有名になって活気づいてほしい。 

１時間も駅のホームで待っていられないから。 
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好きだから。 

１．都会になると遊ぶところがないから。 ９．津波があったから。 10．盛岡などに行くのが大

変だから。 

11．ラグビーで有名な町だから。 

４．交通利便性を発達させると市民にもありがたいし、観光客が来やすいと思うから。 15．市民

参加をいろいろな年代で行えば釜石がもっと活気づくと思うから。 

・釜石は緑がある方がきれいだと思うから。 ・震災がまた来た時に被害が少なくなってほしいか

ら。 

町が平和で豊かだったら観光する人や交流する人の気持ちもよくなり、人口が増えるかもしれない

から。 

震災とか来てもすぐに復興できるようにするため。 

２．市民の将来の生活をより豊かにするため。 14．山、川、海と自然が身近にあるのにほとんど

が住宅地などで雰囲気がないため。 16 釜石市で称えられる人物を増やすため。 

釜石は自然がありふれているので、今よりも農林漁業で全国にアピールすれば人が来ると思う。 

14．釜石のことを今よりも広げ今よりもっと人口が増えれば良いなと思ったから。 

部活が強くなったら他市からも来ると思うから。 

５．商業がまだ活気がないから。 ６．働く場所がないと人が集まらないから。 

１．自然は豊かな景観などが楽しめるから。 ８．将来自分が１人で暮らしたとき、住みやすい方

が生活していきやすいから。 

１．釜石は海と山どちらもあり、良い自然だと思うから。きれいにしたいから。 ７．沿岸なので

漁業を活かすべきだし、山もあるのでどちらでも釜石をアピールできると思うから。 14．人が集

まることができるのなら釜石が盛り上がっていくと思うから。 

７．せっかく山と海に囲まれた町だからもっと盛んになってほしい。 ９．災害がある町なので、

いろいろな対策を立てた方が良いと思った 

１．海と山があっての釜石。 ４、８．観光客や人口は増えると思うから。 

５．市民の暮らしが便利になるから。人が集まってくるように。 

２，５，６．商業工業系の仕事がたくさんあれば、高校卒業後釜石に残る人が増える。商業工業系

の企業が釜石にたくさんあれば近くの市町村からも人が集まる。商工に入学する人も増える。商業

工業系の専門学校もあれば、さらに人が集まると思う。 

１．自然はいつ見ても安心するし気持ちがいいので大切にした方が良いと思いました。 11．スポ

ーツ等身体を動かすことは健康に良いのでスポーツが盛んなまちにしたいと思いました。 14．観

光客が釜石市にきて釜石は良いところだったなと思ってもらえるような町にしたいと思ったから。

自然を大切にしたいから。 

１．自然豊かにしてほしいから。 ６．工業系の会社が多いから。 ７．第 1次産業をより活かし

てほしいから。 

４．主な交通手段が路線バスしかないので地下鉄を作ってほしい。 ５．若者の遊ぶ施設が少ない

ので、テーマパークなどほしい。 

文化を大切にする。 ５、６．仕事がないと若者は出て行く。 
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１．自然が大切なこともあった。生物の環境にしたいと思った。 ５．釜石に商業があるため活気

のあるような町だと思います。 ７．海や山があってそこでいろいろと活かせれば良いと思った。

ラグビーのまちといわれているから。 

沿岸部の海と森を活かすべきだと思ったから。 

４．交通利便性が良ければ人が集まりやすい。 ６．地元の学生を中心に工業の会社や技術を発展

させてほしいから。 

９．災害による被害をなくし安全な釜石にしたいから。 

・町のいろいろなところに緑があって自然と調和がとれている住宅地ができたらよいと思う。 ・

今年はラグビーワールドカップがありたくさんの観光客が来るが泊まるところが少ないと思う。釜

石の特産品が何かわからない。すぐに思いつかない。 

１．自然環境を大切にしたまちがあっていると思った。 

バスや電車の本数を増やしてほしいから。 

７．魚がたくさんとれるから。 

11．釜石はラグビーが盛んなので他のスポーツでも盛んになってほしいから。 

11．ラグビーのまちと言われているから。これを守りつつがんばってほしい。 

11、14．人が集まると思うから。 

１．鵜住居等は緑が少ないので増やしてほしいと思った。 11．ラグビーのまちと言われているく

らいなので、もっとたくさんの人にラグビーをやってもらったり知ってもらいたいから。 

２．釜石で大学や塾などの教育の場が増えれば人口増加や町を活気づけることにつながると思うか

ら。 ９．災害の被害を抑えることで人口減少、衰退を抑えられると思うから。 10．福祉医療が

充実していれば長くこの町に住んでいられると思うから。 

５．ラグビーとかあるので活気のある商業のまちになった方が良いと思った。 ９．震災を経験し

ていろいろと学んだと思うので、それを活かして災害に強いまちにしてほしかったから。 10．少

子高齢化の社会になってしまったので、そういう人が住みやすいようになってほしかったから。 

２．保育士とか減ってきているし、文化をもっと大切にしてほしいから。 ８．犯罪とか０にして

ほしい。物騒になってきている気がする。 10．病院がなくなると大変だし、死んでしまうから。

県立だけだと移動に大変な人もいると思う。 

４．交通利便性が少し欠けている。 13．ネットワークが整っていないから。 15．市民参加が少

ないから。 

１．環境が良いと気持ちよく過ごせるから。 ３、14．観光や歴史が大事だと思ったから。 

・スポーツか盛んになると元気だし健康的。 ・交通手段のバスや電車が高いから。 

２．釜石の文化（祭りなど）を将来にも伝えていきたいから。 ４．交通利便性がないと市外から

来ようと思わないから。 10．充実していないと釜石にいようと思わないから。 

釜石の恵まれた自然環境を活かすのはもちろん、住み続けるにあたって医療や福祉は大切だと思

う。特にこのあたりの地域はお年寄りが多いので、この２つを整えることはとても重要だと思う。

しかし一方で、お年寄りが増えることに対する対策だけしても町に若い人が住むきっかけにはなら

ない。そのため何か一つに特化し個性を出すことにより、若い人に住んでもらえるきっかけを作れ

ば良いと思う。 
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・自然があった方が空気がきれいになるし、心が落ち着くから。 ・交通機関が良くなればいろん

なところに行けて便利だから。 ・たくさん家を建てられるから。いろんな人が来ても住めるから。

１．釜石はせっかくある自然をもっと大切にしていくべきだと思うから。 ５．全体的に商業に活

気がないから人口減少が進んでいるのだと思う。 ９．東日本大震災の時の経験を将来も忘れない

ようにするべきだと思うから。 

４．バスがなくて不便。行き来しづらい。 11．スポーツが好きだから。ラグビーだけでなくもっ

と色々なスポーツがあるのを知ってほしい。 14．交流がもっとあればもっと釜石を知ってもらえ

る。 

１．自然豊かな釜石をもっと大切にしてほしいと思ったから。 10．高齢者が増えている社会なの

で福祉を大事にしてほしいと思ったから。 11．ラグビーだけではなくもっとたくさんのスポーツ

が盛んなまちになってほしい。 

１．釜石は自然環境が豊かなのでそれを今後も大切にしていけば良いと思ったから。 ２．教育・

文化はとても大事だから。 ９．被災した地域としてより強い意識を市民が持った方が良いと思っ

たから。 

・今の時代に情報化が進んでいるから。 ・バスが通っていない地域もあるから。 

１．山、川、海と３つ揃っていて、それがあるからこその釜石だし。それでいろいろなことができ

るから。 ２．ラグビーなど釜石では外国人を見かけることが多いのでもっと仲良くなりたい。 

16．子ども達が公園でボールを使ったりできないから自由に思う存分遊べる環境をつくった方が良

いと思うから。 

９．前に台風で大変だったから。台風や地震などに強い町になってほしい。 11．ラグビーワール

ドカップでどんどんラグビーが有名になってほしい。 14．釜石には何もないと言われているけれ

ど良いところをもっと多くの人に知ってほしいし釜石に来てほしい。 

１．せっかく海や山があるので守りたい。 ４．バス等乗りやすくしたい。 ９．災害に強く安心

できる町にしたい。 

１．緑が多いのは都心にはない大切なところだから。 10．病院が少し足りない気がするから。 16．

若者が求めているから。 

２．大学や専門学校が釜石市にはないので教育などに恵まれたまちにしてほしい。 ５．今までよ

りももっと活気のある商業になっていけば良いなと思ったから。 11．ラグビーのことばかりに注

目して他のスポーツのことはあまり考えていないと思う。ラグビー以外のスポーツをする場所を作

ってほしいです。  

４．交通利便性がないと人の行き来がしづらいから。 ５．目立った商業がないように思うから。

７．釜石唯一の武器だと思うから。 

元気な市であってほしい。 

４．交通利便性が良くなると、行きたいところにも行きやすくなるから。 ７．釜石市の良いとこ

ろを知ってもらいたいと思ったから。 10．病気やけがをしたときに専門の病院がもっとあると便

利だと思ったから。 

１．山、海、川ときれいな環境であるから。 

ラグビーというのがまず誇れるところだし、遊べる施設が増えれば若者は残ると思ったから。また、
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地元の良い文化があればもっと好きになる。 

１．釜石は自然が豊かなのが魅力の 1つだと思っているから。 ５．むかしに比べ活気がないとい

う声を聞いたことがあるから。 ７．釜石と言ったら魚だと思っているので釜石の魚の強みを活か

した方が良いと思ったから。 

１．環境破壊などが問題となっているのでこの自然豊かなまちを大切にしたいから。 ３．橋野高

炉など誇れるものがあるのでそれを活かした何かをするべきだと思ったから。 ７．特に漁業が盛

んなのでそれを活かしてもっとたくさんの人に知ってもらうべきだから 

１．山を切り崩すことで動物が町に出てきていることもあると思うから。木もすぐ大きくなるわけ

ではないのに簡単に切ってしまっているから。 ８．住んでいく上で心地よく住めることが 1番だ

と思うから。 10．今の釜石は盛岡や遠野と比べても医療が発達していないと思うから。大きな病

院とか専門の病院があった方が行きやすいと思うから。 

・道が少ないから混みやすい。 ・良い店が少ない。 ・大きい病院がないので頼れない ・診療

科が偏っている。 

９．震災がおきて徐々に復興して行っているけどまだまだこれからだと思うから。災害に強いまち

になってほしいから。 10．高齢者が多いので福祉施設や医療が充実していた方が暮らしやすいか

ら。 14．もっともっと釜石が活気あふれて有名になってほしいし、たくさんの人に釜石の良さを

知ってほしいから。 

12．鵜住居復興スタジアムができて国際的にも有名になってほしい。 13．ネットワーク環境があ

まりよくない。 14．根浜海岸が９年ぶりに海開きして観光資源としていろんな方面から有名にな

ってほしい。 

せっかく豊かな自然があるのだから今後も大切にしていかなくてはならないと思ったから。 

２．虐待は絶対ダメだと思うから。 ３．鉄で世界遺産になっているから。 11．ラグビーで釜石

を有名にさせたい。 

１．自然を大事にした方が良いから。 ４、10．生活していく上で欠かせないものだから。 

１．自然豊かだから自然環境を大切にしたいと思った。 ７．三陸の海ではいいものがとれると聞

いたことがあるからそれを活かせると思ったから。 ９．東日本大震災にあって災害の恐ろしさを

体験したから災害には強くなれると思ったから。 

４．５月まではコミュニティバスがあったが、６月からはなくなって、バスの本数も減ったので学

校に来るための交通手段が減ってとても不便。 ７．漁業が盛んなのでもっと活かすべき。 ９．

８年前のようにはならないように強いまちをつくっていくべき。犠牲者を少なくする。 

高齢者が増えていく中で「８．住宅地の環境が優れたまち」や「10．福祉や医療などが充実したま

ち」は重要だと思ったから。「５．活気ある商業のまち」は外に人が出て行ってしまうから重要だ

と思った。 
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問５ 10 年後の釜石市が「活力ある持続可能なまち」であるためには、財源に限りがある

中で、今後どのような政策を重点的に取り組むべきだと思いますか。（あてはまるも

の３つまで選択） 

 
有効回答数＝228 ※複数回答のため、合計は 100%にならない 

 

 

問６ 問５で「その他」を選んだ場合は、その内容を記載してください。 

（該当なし）  
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11. 雇用対策

12. 居住環境

13. 防犯

14. 都市景観

15. 防災

16. 保健・医療

17. 社会福祉

18. 高齢者福祉

19. スポーツ

20. 国際化

21. 情報通信

22. 観光

23. 市民活動

24. 人権

25. 男女共同参画

26. 青少年育成

27. 少子化対策

28. 都市開発

29. その他
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釜石市が今後どのような政策を重点的に取り組むべきかをたずねたところ、「少子化対策」が

30.3％と最も多く、「環境保全」が 21.9％、「保健・医療」が 16.7％と続いた。 

 

 

問７ 問５で選択した全ての項目について、選択した理由を簡潔に教えてください。 

15．いつ何が起こっても８年前のようにならないようにするため。 

７．お金を呼び込むため。人を呼び込むため。 ４．市民の感受性を高めるため。 23．市民が一

体となって意欲、活気のある市民として成長するため 

子どもが少なすぎると思うから。 

雇用人数を増やし人を集める。 

・町に若者がたくさんいると活気が出るから。 

グローバル社会への対応を整える。子どもを増やし人口増、税収増のため。 

７．商業が盛んになるのは良いこと。 17.誰もが暮らしやすい街を目指すため。 21.情報通信が

発達して誰もが市の情報を知れる環境が良い。 

持続可能なまち＝若者が必要だと思う。 

釜石が都市になるのは厳しいから、交通の利便性等に重点的に力を入れて都市とアクセスしやすく

すれば良い。 

有望な人材を育てるべきだと思うから。高齢者の多い社会だから。発展していかなければならない

と思うから。 

人が減っていく中で釜石が本当の残したいものや大切にしたいものを見定める必要がある。 

自然は大事だから。 

１．環境を保ってこそ釜石。 ９．水産業が盛んであるから。 27.少子化により生産年齢人口が

減り、市を支えられなくなるから。 

人口が減ってきている釜石は持続可能な町を築いていくことができないと思うから。 

将来釜石が生き残るには必要だと思ったから。 

医療に携わっている人が釜石には少ないし、老人の医者の診断に信用性がないから。 

人を呼ぶために必要なことだと思ったから。 

１．豊かな自然は守られるべき。 16．絶対に必要だから。 27．現代社会の問題だから。 

６．高齢者を含め釜石でも事故が多発しているため。 12．未だ仮設住宅に住んでいる人がいるた

め。 20．グローバル化を広めていくことが大切だから。 

人が集まる魅力的なまちづくりのため。 

11、12．雇用及び居住の点が十分に保障されていないようではいつまでも人口は流出するばかりだ

から。 20．国際的に”釜石”という町を売り出すのも良い手だと思うから。 

18．高齢者がやはり増加すると思うのでその人たちに対しての政策を考えた方が良いと思うから。

７．商店街の活気をあまり実感しないから。 27．釜石にとって貴重な若い人材を大切にすること

で持続可能につながるから。 28．魅力ある施設やサービスが必要だと思うから。 

都市開発や商業をもっと発展していけば、釜石に活力が出てくると思ったから。 

町を保つためにはまず、環境や交通面での安全対策が必要であり、また、持続可能な町であるため
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には人が必要なので観光などの魅力的な場所が必要だと考えた。 

・学校が増えれば人も増えるから。 ・働く場所が多いと町の活力が上がるから。 ・今釜石の子

どもが少なくなっているから。 

最近工事が多くて山に木がなくなってきたから。 

これからどんどん若い人たちが釜石から少なくなるから。 

観光地をもっと盛んにして、防災をしっかり考え、ラグビーワールドカップから外国の人との交流

を増やせば、もっと多くの人が釜石に来てくれて、まちが活力のあるものとなると思ったから。 

若者たちが戻ってきたくなるようなまちにするため。 

釜石市がまだ足りないと思った部分だから。 

・今もある豊かな自然を守った方が良いと思ったから。 ・企業を誘致すれば就職などで他からも

来る人もいると思うから。 ・高齢化などが進んでいるから。 

今足りていないものだと思うから。選択したものについてどのようなことをしているのか。知らな

いということもあるが、市として必要なものだと思うから。 

10、11、27．人口減少を止めるため。 

・商業が発達すれば町全体が活気づくと思うし困らない。 ・震災の関係もあるが、家がほしくて

も建てられない人がいる。また、結構空き家が多い。 ・医療が発達すれば釜石で病気を治すこと

ができる。遠くの病院までいかなくてすむ。 

居住環境では市街の方はまだいいが栗林や橋野地区、唐丹地区の交通の便が本当に悪すぎて活力の

前に日常生活に支障が出ていると思って選んだ。 

・情報通信は現代ではとても大事だと思ったから。 ・都市景観をよくすることで人が集まりやす

くなると思ったから。 ・交通体系は私たちも今不便だと思っているから。 

11、12．釜石での安定した生活をおくれるようにするため。 23．人とのつながりが強い町にする

ため。 

・環境が大切だと思ったから。 

防犯活動をしていくと災害に強い町になれるから。被害者を出さないため。 

14．きれいな町から活力が生まれる１つだと思う。 

・交通体系をもっとしっかりさせて、バスや電車の本数を多くした方が良い。 ・せっかくラグビ

ーワールドカップで国際化が図れるのでチャンスを活かしてほしいから。 ・都市開発でまた来た

いと思ってくれるようなまちにする。 

今あるものでどうにかなるものだから。 

何年たっても釜石の伝統芸能は続いてほしいから。 

活躍する選手が増えれば地域が活気づくから。 

まずは市民の健康で文化的な最低限度の生活を保障すべきだと思う。高齢者が多い現在は医療サポ

ートに力を入れていくべきだと思う。 

少子化の勢いが最近すごいから。 

高齢社会になってきているから。 

学校教育も育成も大切だから。 

コンビニが多すぎるし、土地があるのに何も建てないのはもったいない。 
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５．交通の利便性が良くなれば事故とかも減ると思うから。 ８．「鉄とラグビーのまち」として

知られる釜石だからこそ鉄などを作る工業が発達すれば前よりいいまちになると思う。 28．都市

開発が進めば活気のあるまちになると思うから。 

国際化は大切だと思うし、それをするには情報通信が必要だと思ったから。 

18．高齢者が多いのでこの政策に重点を置くべきだと思うから。 27．少子化が進み、釜石が活力

ある持続可能なまちに遠いと思うから。 

合唱や音楽活動が盛んな街だから。 

周りを見ると義務教育時の教育がままならなかったりしていると思ったし、ラグビーワールドカッ

プをいかしてほしいと思ったから。 

釜石には働く場所が限られているとして市外に行く人が多い気がするから。また、少子化が進んで

いるので釜石をより発展させていくためにはその対策をする必要があると思ったから。 

人口が少なくなってきているので。 

釜石は高齢者が多いから。 

元気な子どもが増えれば、活力があり今後の社会を引っ張っていけるから。 

市外や海外からの観光客で釜石をもっと有名にする。 

（２）の回答に関係しているから。 

観光地をアピールすれば興味を持った人は訪れてくれると思うし、知ってもらう機会にできる。 

少子化を止めるために保健とか医療に力を入れていけば良いと思ったから。 

まず情報化が第一だと思う。現在若年層はＳＮＳ・インターネットで情報を集める。現在の市は情

報化がされているとも思えないし、発信しきれていない。また、バスが少なくてとても不便。 

釜石はお年寄りが多いのに介護をする人が少ないと感じた。 

将来釜石に残る人を増やすため。 

外からのことばかりに注目するのも大切だけど、まずは自分たち釜石市民に恩恵がなければだれも

住みたいと思わないし、もっと住民のことを考えるべきだと思ったから。 

観光場所が少ないから。 

７．昔活気のあった商店街とかがあるとまちも元気になると思うから。 ９．釜石の海の幸を日本

中に広めたいから。 

活力は市民がもたらすと思うから。 

個人的には社会福祉系の大学へ進学したいと考えているのでそのような人が働ける場が増えてほ

しいと思う。 

まずはもっと人口が増えて、たくさんの人や物が行きかう町にしたい。 

釜石が発展するために教育と観光業が必要だと思うから。 

12．土地や家などが高い。 14．イオンしかない。 27．子どもが少なすぎる。 

若者を中心に発展していってほしいから。 

10 年も経つと少子化が圧倒的に進み、現在とは比にならない場合があるので、とにかく少子化対

策をした方が良いと思った。 

若い人達は都会に行ってしまうから釜石も都市化をした方が良い。 
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若者の人数が増えた方が良い。 

・県交通の運賃が高くなってあまり人が乗らなくなったから。 ・市民が交流するスポーツ会場が

あれば運動するお年寄りや小さい子どもの利用者が増えるから。 ・人口流出を防ぐために誘致活

動を行うべき。 

お店がたくさんあってほしい。 

ペットボトル等のゴミを分別するべき。 

高齢者の方が安心して暮らせるまちづくりを目指すため。 

町中から離れたところも街灯を付けたりしてほしいから。 

もう少し商業が盛んになれば活力のある町になると思うから。 

少子化対策を図り町の衰退を防ぐ。 

子どもが少ない。 

大平だから。 

交通の利便性が大切であったり、高齢者の介護についても高齢化が進んでいる現状。福祉は重要で

あるから。 

釜石市は高齢者が多いから。 

環境は持続可能な社会が必要不可欠であるから 

１．良い環境を KEEP してほしい。 16、17．保健、医療、社会福祉が充実してほしい。 

レジャー施設がほとんどない。 

自然環境を活かしながら自分たちで盛り上げていく必要があると思うから。 

企業誘致することで多くの人が訪れ経済が活発になる。 

・豊かな土地を無駄遣いしすぎ。 ・働く場所がないから人が逃げていく。 ・むだに質素、シン

プルすぎる。要塞都市でもつくる気ですか。都市を意識しすぎ。もっと面白みがあった方が良い。

観光で来た人たちに楽しんでほしいから。 

・グローバル化していくと思うから。 ・企業がくれば釜石に住む人も増えると思うから。 

１．山に囲まれているし、海もあるから。 ３．高齢者が多いからこそできることがありそう。 

市民の活動が増えれば、活気がついてくると思うから。 

今問題になっているから。 

学校教育、商業、２つができていれば人は集まる。 

最近また絶滅危惧種が増えてきているので、それを減らすために環境整備は大切だと思う。 ・新

日鐵は以前１万人ほどの従業員がいたらしいが、今では 1,000 人程しかいないらしいので工業開発

が良いと思った。 

安心できる町に住みたいと思う人がいると思う。交通の便も良くなっているし、気軽に内陸に買い

物に行くこともできるし海へも気軽に行くことができるから良いと思う。 

これからの未来を担っていく若い人材を育てていくため。 

15．災害があったときにしっかり対策をしていないと困る。特に高齢者や障がいを持っている人等。

27．子どもが少ないのに 20 代、30 代の若者が市外に出ていて、さらに少子化が進むと思うから。

環境を守り、商業を発展させていった方が良いと思うから。 
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19、20．ラグビーワールドカップがあるのでこの際更にアピールした方が良い。 22．釜石にしか

ないことをもっとアピールした方が良い。 

１．環境を大事にすることが大切だから。 ７．人を呼び込むためには商業が大切だから。 14．

景観も大事だから。 

学校教育や生涯学習を通して釜石に住み続けたいと思える人を増やせるかもしれないから。 

人口が減っているから。 

学校がちゃんとしていれば子どももちゃんと来る。 

これからラグビーワールドカップばかりに目を向けていきがちだけど、ラグビーワールドカップが

終わってからがとても大切だと思う。成功させるためにも交通整備、まちの美化活動、他の都市な

どの取組みを真似するのも良いけど、釜石ならではの取組みがあれば活性化していくのではない

か。 ・釜石は震災後から公園、広場が少ないのでどんどん空いた土地を使って作ってほしい。 

釜石は高齢者が多いし、スポーツはみんなが 1 つになれると思うから。 

若い世代が釜石で活躍してほしいから。 

・働くところが少ないと人が住まない。 ・交通体系。 ・高齢者対策をしていかなければならな

い。 

町の発展も大事だが田舎もコンビニやバスの本数など増やしてほしい。 

若いころから老後まで安心して暮らせるようになるのではないかと思ったから。 

農林水産業は釜石市の強みになると思うし、全国に「釜石」を発信できると思う。観光も同じく「釜

石」を知ってもらえると思うし、活気がつくと思う。社会福祉は市民の安心できる生活につながる

と思う。 

環境をよくするため。 

５．交通網を整備し気軽に釜石と他のところを行き来できればもっと活気が出ると思ったから。 

15．被災地として発信していくべき。 18．高齢者が多いから。 

少子化をとめられればまちが活気づくから。 防災を強化して安心できるまちにしたいから。 

（４）と同じ理由で、環境や保健医療は持続可能なまちにするためには必要なことで、高齢者も増

える中で居住環境は大切なことだと思う。 

子どもがいることによって活気が出てくると思うから。 

少子高齢化が進んでいるから。 

22．釜石に興味をもってもらうため。 

１．緑はある方がいいから。 ２．教育が盛んな国が発展するのと同じ。 ５．遠野～釜石間の電

車の時間がかかりすぎている現状。 

・最低賃金を上げた方が良いと思う。 ・子どもを産みやすい環境をつくった方が良いと思う。 

人が通る道が狭く、人と自転車が通りにくかったりデコボコしているから危ないと思う。 

・観光地が多ければ良い。 ・交通体系があれば便利になって来やすくて良い。 ・都市開発が進

めば楽しくてみんな集まると思う。 

ラグビーとか有名だから。 

１、６．ここをしっかり守らなければいけないと思ったから。 

１．環境は根本的に大事だと思う。 ２．教育はさらに未来につなぐために必要だから。 ９．山
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や海のどちらもある釜石ではとても大事だと思うから。 

16．保健、医療を重点的にすれば市民以外にも治療にきて、活力あるようになると思ったから。 

２．学校で勉強し大人になっても困らないように。 16．病気になったら大変だから。 

16．保健医療に取組めば活力につながると思うから。 27．少子化対策をしないと人口が減ってい

くから。 

１．もっと活気のあるようにした方が良い。 22．観光地がとてつもなく少ない。 27．子どもを

つくる。 

外国から人が来たら活力のある町になると思ったから。 

１．安全な環境でないと安心して暮らせないから。 19．スポーツが盛んであれば注目も集まる。

22．観光地が増えれば注目が集まり活気づく 

人がいなければ活力もなくなる。 

14．目立つものをやる。 15．防災をやる。 27．人が少ないから。 

２．若い家族が来るかもしれないから。 ８．新日鐵があるから。 

ラグビーが有名だから。 

10、11．雇用がなくなると人口が減るのではないかと思った。もっと若者が釜石に残りたくなるよ

うな対策等をするべき。 

道路などを整備すると人が来やすくなるから。 

・他県でいろいろな事件が起きているが釜石は平和でいたいから。 ・物ではなくもっと小さい子

どもにお金を使った方が良いと思う。 

安全な町がいいから。 

14．大町を中心と考えると山と川に挟まれているため会社を増やそうにも増やせないと思うため。

２、27．若い世代を重点的に増やしてサポートするため。 

スポーツに力を入れて他の地域から人を呼ぶ。 

１．自然を大切にして環境が良い市にしたいから。 28．高齢者の人口が増えているが、若い人の

ためにも遊んだり楽しめるような場所を増やしてほしい。 

27．子どもがいないから。 

高齢者が多く若い人や子どもが少ないため将来のことを考えると少子化対策が必要だと思う。 

７、８．商業、工業で市の人口を増やし、活性化させる。 

１、22、28．都市開発で観光する場所を作ったり、住みたいと思うようにして、自然もきれいなら

ば人を集めることができ財源確保につながると思ったから。 28．人が働くところを作るため。 

14．店や施設がもっと良くなれば訪れたいと思う人が増えると思うから。 27．少子高齢化になっ

てきているから。 

７、８．釜石の店、企業が大きくなれば人口が増えて税金が増える。 27．人口が増え税金も増え

る。 

27．釜石市の人口を増やすため。 

２．釜石で子どもを育てたいと思えるようになる。 27．釜石は子どもが少ないから。 28．人が

集まる。 

お金が回ると活気が出るから。自然と人も増えていくと思うから。 
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お金が回ると活気が出るし自然と人も増えるから。 

２．教育してより良い人材を作る。 ８．工業を豊かにして移住定住等して住む。 27．子どもが

いないと人が減り、財源が減るしかないから。 

11．たくさん仕事があれば他の市からも人が来ると思うから。 27．とりあえず人を増やした方が

良いと思うから。 

人がいっぱいいなきゃだめ。 

１．工業が大きく発展すると思うけれど自然があった方がいいと思う。 ６．最近高齢者が起こす

事故があったから。 ８．10 年後も工業が発展すると思ったから。 

ラグビーがとても有名なまちなのでスポーツにしました。 

お金、人口を豊かにするため。 

10、11．雇用企業がなかったら財源はさらに厳しくなると思うから 10、11 を中心に行った方が良

いと思う。 27．少子化で学級削減などがあり、この先を考えたら少子化を改善できたら良いと思

う。 

15．災害から守る力を強くした方が良いと思ったから。 

観光客を増やした方が良い。釜石の特産品を大きくアピールする。商業が豊かな町にすれば内陸か

ら客が来て賑わうと思う。 

27．少子化が進んでいると思ったから。 28．人が入ってくるようなことがないと思った。 

高齢化が進んでいるため。 

27．高齢者が多くなっているから。 

27．今釜石は少子化が進んでいるので少子化対策をした方が良いと思ったから。 

釜石の人口が昔と比べてかなり少なくなっているから増やしていったら良いと思う。 

27．子どもが少なくなってきたから。 

７、８.商業と工業を盛んにしないと会社が少ないので市外や県外に行く人が増えると思うから。

１．事故が多いとその分犠牲者が出てしまうので、それを減らすために交通安全を重視した方が良

いと思ったから。 ７．商業が盛んであれば他の地域から人が集まってくるから。 16．釜石は病

院はあるにはあるけど、重症の人は大学病院まで行かなくてはならないので自分の住んでいる地域

で大学病院と同じくらいの医療技術があればわざわざ遠くまで行かなくて済むし高齢者のために

もなると思ったから。 

２．学校がなくなったら大変。 16．病院がなくなると大変だし、死んでしまうから。県立だけだ

と移動に大変な人もいると思う。 27．本当にこれは問題だと思う。高齢者が多くて子どもや若者

が少なくて税金とかの問題にもなってくる。 

子どもが少ないから。 

子どもが減ってくると仕事が大変になるから。 

ラグビーのまちをワールドカップだけで終わらせない。楽しめる場を増やせば人も増える。 

４．今ある文化を将来に残していきたいから。 16．釜石市に人を残すためには重要だと思うから。

27．どうしてもお金の問題が生じてくるので意味のある様々な対策をしてほしいから。 

持続性を考えた場合若い人が仕事を続けやすいように雇用対策は必須だと思うし、医療や保健を整

えることにより万が一のときも対応できるような町にする。（災害等でけが人が出たり、病気など
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の場合）そして保育園や住宅の制度を整えることによって、子育ての環境をよくする。 

・子どもが減らないように。 ・人がこれ以上減らないように。 ・頭を使える人を増やすため。

７．持続可能であるためには商業をもっと活発にすべきだと思うから。 ８．釜石は鉄を活かした

らよいと思ったから。 10．震災の時に失ったものはとても大きかったと思うから。また失わない

ようにしなければならないと思う。 

６．不便すぎるから。 19．スポーツに力を入れてほしい。   

学校の教育には力を入れてほしいと思ったから。 

16．これからの釜石としては医療はとても大事になってくるし、より市民が安心して暮らせるため

には保健はしっかりしていた方が良いと思ったから。 18．釜石も高齢化がどんどん進行していく

と思うので、老人ホームなどの介護施設やサービスをより良くしていった方が良いと思ったから。

27．釜石は人口も減少してきているが子どもの数もそれに伴い減っていくと思う。釜石から将来働

きに出る人も多いと思うので対策をした方が良いと思ったから。 

１．道を歩いているとゴミが多いと思う。ゴミ拾いのイベントがあれば良いのかな。 12．人がも

う住んでいなくて壊しても良い建物だったら壊してアパートを作った方が良いと思うから。 15．

災害時の避難所の充実。防災教育。 

４．祭りなどで釜石をもっと明るくする。釜石の文化をたくさんの人に知ってもらう。 15．もし

もまた津波が来たらどこに逃げるとかもっとみんなが防災の意識を持てば良いと思った。 27．子

どもが少なく伝統とか仕事とかを引き継いでいく人がいないと活力を持続できないと思った 

12．住みやすく。 15．災害に強くしてほしい。 28．より便利に。  

１．自然は大切だから。 22．財源確保のため。 28．物がないため市外に行ってしまう人が多い

から。 

２．教育について子ども達が年々減少しているので、子ども達のためにわかりやすい学習をさせて

知識をつけてほしいと思ったから。 16．病院が他の地域と比べると少ないと思うし、遠いところ

にある人は困ると思うから。 27．年々子ども達が減少にあるのでもっと増やすべきと思ったから。

11．働く場所、環境がないと釜石から人が出て行く一方だから。 16．保健、医療の整っていない

町に住みたいと思わないから。 27．人口減少をどうにかすべきだから。 

だれでも住めて生活していて楽しいまちであってほしい。 

７．市民の人たちや観光客が楽しめるような場所をもっとつくった方が良いと思ったから。 11、

25．市内で働く人たちに働きやすい環境をつくってあげた方が良いと思ったから。  

４．鉄とラグビーが盛んなので重点的に取り組んだ方が良いと思った。 16．高齢者が多くて病院

等に行くのも大変だと思うから家に来てみてもらうとかした方がいいと思った。 18．少子高齢化

であるから若い人達が都会の方へ行っているから重点的にした方が良い。 

活力あるようにするには観光客が来るような魅力的なまちになるのが大事だと思うので、ラグビー

や商業に力を入れたら良いと思う。青少年を育成することは活力あるまちづくりにするには必要不

可欠。 

１．環境保全が整っていないと住みにくいと感じて釜石を離れてしまう人がいそうだと思ったか

ら。 27．子どもがいないと学校も規模が小さくなってしまうし子どもがいなくなってしまったら

だめだから。 28．都市開発をすることで 10 代～20 代が釜石に残ってくれると思ったから。 
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１．環境を良くしていかないと嫌な雰囲気のまちになってしまう。 12．居住環境を今よりもっと

整えていけば釜石市の人口減少の問題解決につながると思う。 15．防災は 3.11 のときのような

災害が再び起きたときのために被害が増えないように取り組むべきだと思うから。 

12．住むなら安全であってほしい。 16．保健や医療は家族によっては大変な思いをしている所も

あるから。いつ何があるかわからないからこそなくならないでほしい。 15．東日本大震災もあっ

たし、山とかも多いので土砂崩れとかの自然災害も多いから。 

・道が悪い。 ・環境が良くないと住む人はいなくなる。 ・高齢者が明らかに多いから対策しな

いと大変。 

16．釜石の人が健康に暮らせるように。 27．子どもが減ってクラス数や部活動が減ってしまって、

充実した学校生活を送れなくなるし働く人も減ってしまうから。 28．人口を増やすために。 

10．いろいろな企業を釜石に誘致して人口を増やし少子化にも対応できると思う。 18．祖父と住

んでいて医療や高齢者に対する福祉が整っていない。 20．国際化になることによって海外や地方

からも居住する人たちが増えてくるかもしれないから。 

若い人がいなければ活力以前の問題だから。 

１．環境が原因で死ぬ人がいそう。 15．災害があっても軽度であってほしい。 16．人口が減っ

てほしくない。 

子どもの数が減ってきているから若い人達を増やせば活力のある持続可能な町になると思うから。

16．病院とかの医療が整っていない所に住みたいとは思わないから。 18．少子高齢化が進んで高

齢者が増えているから。 

２．立派な大人を育てるためにはまず学校教育の政策をするべき。 15．災害が起これば復興する

ためにお金がかかる。起きても被害を抑えるために防災訓練などに力を入れるべき。 27．全国で

少子化が進んでいる中で震災後特に岩手県の人口が減っているので少子高齢化対策をするべき。 

この町が住みやすいまちだと人も集まると思ったし若い人も住んでくれると思ったから。 
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問８ あなたにとって釜石市は住みやすいですか。（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有効回答数＝230 

 

 

釜石市の住みやすさをたずねたところ、「たいへん住みやすい」が 3.0％、「住みやすい」が 43.0％

となり、合わせて約半数が住みやすいと思っているという結果となった。 

 

 

問９ 釜石市では、東日本大震災の発生を機に、あらゆる災害から身を守る知恵を次の世代

へと伝えていくため、「市民の誓い」として、平成 31 年 3 月 11 日に「釜石市防災市

民憲章」を制定しました。あなたは、「釜石市防災市民憲章」について知っています

か。（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有効回答数＝230 

 

 

「釜石市防災市民憲章」について知っているかをたずねたところ、「聞いたことがあり、意味も知

っている」は 4.8％にとどまり、「聞いたことがない」が 61.3％と多数を占め、「聞いたことはある

が、意味は知らない」も 31.7％であった。 

たいへん住み

やすい

3.0%

住みやすい

43.0%どちらとも言

えない

40.4%

住みにくい

9.6%

たいへん住み

にくい

2.2%

無回答

1.7%

聞いたことが

あり、意味も

知っている

4.8%

聞いたことは

あるが、意味

は知らない

31.7%聞いたことが

ない

61.3%

無回答

2.2%
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３．回答者属性別調査結果 

（１） 18 歳以上～80 歳未満 

 

問９ あなたにとって釜石市は住みやすいですか。（１つ選択） 

 

●性別 

 

男性      女性 

  
有効回答数＝211     有効回答数＝240 

 

 

●年代別 

 

20 歳未満     20 歳代 

  
有効回答数＝11     有効回答数＝44 

  

たいへん

住みやす

い

3.3%

住みやす

い

40.8%どちら

とも言

えない

36.0%

住みに

くい

14.7%

たいへん

住みにく

い

3.8%

無回答

1.4%

たいへん

住みやす

い

1.7%

住みやす

い

43.3%どちら

とも言

えない

34.1%

住みに

くい

16.7%

たいへん

住みにく

い

4.2%

無回答

0.0%

たいへん

住みやす

い

18.2%

住みやす

い

54.5%

どちらと

も言えな

い

9.1%

住みに

くい

18.2%たいへん

住みにく

い

0.0%

無回答

0.0%

たいへん

住みやす

い

4.5%住みや

すい

36.4%

どちら

とも言

えない

22.7%

住みにく

い

25.0%

たいへん

住みにく

い

11.4%

無回

答

0.0%
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30 歳代      40 歳代 

  
有効回答数＝60     有効回答数＝75 

 

50 歳代      60 歳代 

  
有効回答数＝94     有効回答数＝82 

 

70 歳代 

 
有効回答数＝85 

  

たいへ

ん住み

やすい

1.7%

住みや

すい

25.0%

どちらと

も言えな

い

46.6%

住みにく

い

21.7%

たいへん

住みにく

い

3.3%

無回

答

1.7%

たいへん

住みやす

い

2.7%
住みや

すい

32.0%

どちら

とも言

えない

42.6%

住みに

くい

20.0%

たいへ

ん住み

にくい

2.7%

無回答

0.0%

たいへん

住みやす

い

1.1%
住みやす

い

41.5%
どちらと

も言えな

い

37.2%

住みに

くい

17.0%

たいへ

ん住み

にくい

2.1%

無回答

1.1%

たいへん

住みやす

い

1.2%
住みやす

い

41.5%
どちらと

も言えな

い

40.2%

住み

にく

い

9.8%

たいへん

住みにく

い

6.1%

無回答

1.2%

たいへん

住みやす

い

2.4%

住みやす

い

65.9%

どちら

とも言

えない

22.3%

住み

にく

い

7.0%

たいへん

住みにく

い

2.4%

無回答

0.0%
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●地域別 

 

本庁管内     中妻出張所管内 

  
有効回答数＝52     有効回答数＝56 

 

平田出張所管内     甲子出張所管内 

  
有効回答数＝63     有効回答数＝76 

 

小佐野出張所管内    鵜住居出張所管内 

  
有効回答数＝108     有効回答数＝47 

  

たいへ

ん住み

やすい

7.7%

住みやす

い

36.5%どちらと

も言えな

い

30.8%

住みに

くい

25.0%

たいへん

住みにく

い

0.0%

無回答

0.0%

たいへん

住みやす

い

1.8%

住みやす

い

51.8%

どちら

とも言

えない

28.5%

住みにく

い

12.5%

たいへん

住みにく

い

3.6%

無回

答

1.8%

たいへん

住みやす

い

1.6%
住みや

すい

36.5%

どちら

とも言

えない

41.3%

住みに

くい

12.7%

たいへん

住みにく

い

6.3%

無回

答

1.6%

たいへん

住みやす

い

1.3%

住みやす

い

46.1%どちらと

も言えな

い

28.9%

住みにく

い

21.1%

たいへん

住みにく

い

2.6%

無回答

0.0%

たいへん

住みやす

い

0.9%住みやす

い

38.0%

どちらと

も言えな

い

38.0%

住みにく

い

17.6%

たいへん

住みにく

い

4.6%

無回答

0.9%
たいへん

住みやす

い

2.1%

住みやす

い

49.0%

どちらと

も言えな

い

38.3%

住みに

くい

8.5%

たいへ

ん住み

にくい

2.1%

無回答

0.0%



77 
 

栗橋出張所管内     唐丹出張所管内 

  

有効回答数＝15     有効回答数＝25 

 

釜石市の住みやすさをたずねた設問に対する回答は、性別による差異はみられなかった。 

年代別では、30 歳代以上では高齢になるほど「たいへん住みやすい」または「住みやすい」と回

答する割合が多くなる傾向がみられた。 

地域別では、中妻出張所管内と鵜住居出張所管内で「たいへん住みやすい」または「住みやすい」

と回答する割合が多かった。 

 

 

問 10 これからも現在の場所に住み続けたいと思いますか。（１つ選択） 

 

●性別 

 

男性      女性 

  
有効回答数＝211     有効回答数＝240 

  

たいへん

住みやす

い

0.0%

住みやす

い

46.7%どちらと

も言えな

い

33.3%

住みに

くい

0.0%

たいへん

住みにく

い

20.0%

無回答

0.0%
たいへん

住みやす

い

4.0%

住みやす

い

40.0%どちらと

も言えな

い

44.0%

住みにく

い

12.0%

たいへ

ん住み

にくい

0.0%

無回答

0.0%

住み続け

たい

67.8%

できれば

転居した

い(市内

で)

9.0%

できれば

転出した

い(市外

に)

20.8%

無回答

2.4%

住み続け

たい

54.6%

できれば

転居した

い(市内

で)

10.0%

できれば

転出した

い(市外

に)

33.7%

無回答

1.7%
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●年代別 

 

20 歳未満     20 歳代 

  
有効回答数＝11     有効回答数＝44 

 

30 歳代      40 歳代 

  
有効回答数＝60     有効回答数＝75 

 

50 歳代      60 歳代 

  
有効回答数＝94     有効回答数＝82 

  

住み続け

たい

45.5%
できれば

転居した

い(市内

で)

0.0%

できれば

転出した

い(市外

に)

54.5%

無回答

0.0%
住み続け

たい

38.6%

できれば

転居した

い(市内

で)

11.4%

できれば

転出した

い(市外

に)

47.7%

無回答

2.3%

住み続け

たい

48.3%
できれば

転居した

い(市内

で)

15.0%

できれば

転出した

い(市外

に)

35.0%

無回答

1.7%

住み続け

たい

54.6%
できれば

転居した

い(市内

で)

10.7%

できれば

転出した

い(市外

に)

34.7%

無回答

0.0%

住み続け

たい

63.8%

できれば

転居した

い(市内

で)

7.5%

できれば

転出した

い(市外

に)

25.5%

無回答

3.2%

住み続け

たい

68.3%

できれば

転居した

い(市内

で)

11.0%

できれば

転出した

い(市外

に)

17.1%

無回答

3.6%
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70 歳代 

 
有効回答数＝85 

 

 

●地域別 

 

本庁管内     中妻出張所管内 

  
有効回答数＝52     有効回答数＝56 

 

平田出張所管内     甲子出張所管内 

  
有効回答数＝63     有効回答数＝76 

  

住み続け

たい

77.6%

できれば

転居した

い(市内

で)

5.9%

できれば

転出した

い(市外

に)

14.1%

無回答

2.4%

住み続け

たい

67.3%

できれば

転居した

い(市内

で)

15.4%

できれば

転出した

い(市外

に)

15.4%

無回答

1.9%

住み続け

たい

71.4%

できれば

転居した

い(市内

で)

5.4%

できれば

転出した

い(市外

に)

21.4%

無回答

1.8%

住み続け

たい

61.9%

できれば

転居した

い(市内

で)

12.7%

できれば

転出した

い(市外

に)

22.2%

無回答

3.2%

住み続け

たい

46.1%
できれば

転居した

い(市内

で)

10.5%

できれば

転出した

い(市外

に)

42.1%

無回答

1.3%
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小佐野出張所管内    鵜住居出張所管内 

  
有効回答数＝108     有効回答数＝47 

 

栗橋出張所管内     唐丹出張所管内 

  

有効回答数＝15     有効回答数＝25 

 

これからも現在の場所に住み続けたいかをたずねた設問に対する回答は、男性のほうが「住み続

けたい」という回答をする割合がやや多かった。 

年代別では、20 歳代以上では高齢になるほど「住み続けたい」と回答する割合が多くなる傾向が

みられた。 

地域別では、鵜住居出張所管内と栗橋出張所管内で「住み続けたい」と回答する割合が多かった。 

  

住み続け

たい

55.6%
できれば

転居した

い(市内

で)

7.4%

できれば

転出した

い(市外

に)

36.1%

無回答

0.9%

住み続け

たい

74.5%

できれば

転居した

い(市内

で)

8.5%

できれば

転出した

い(市外

に)

12.8%

無回答

4.3%

住み続け

たい

73.3%

できれば

転居した

い(市内

で)

6.7%

できれば

転出した

い(市外

に)

13.3%

無回答

6.7%

住み続け

たい

68.0%

できれば

転居した

い(市内

で)

12.0%

できれば

転出した

い(市外

に)

20.0%

無回答

0.0%
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問 11 あなたがもし、知人や家族から「釜石市に住みたい」または「戻りたい」と相談さ

れたとしたら、現在の釜石市へ呼び込みたいと思いますか。（１つ選択） 

 

●性別 

 

男性      女性 

  
有効回答数＝211     有効回答数＝240 

 

 

●年代別 

 

20 歳未満     20 歳代 

  
有効回答数＝11     有効回答数＝44 

  

非常に思

う

8.5%

ある程度

思う

26.6%
どちらと

も言えな

い

37.9%

あまり思

わない

13.3%

思わない

12.3%

無回

答

1.4%

非常に思

う

6.3%

ある程度

思う

27.9%

どちらと

も言えな

い

36.3%

あまり思

わない

15.8%

思わない

12.9%

無回答

0.8%

非常に思

う

36.3%

ある程度

思う

27.3%

どちら

とも言

えない

27.3%

あまり

思わな

い

9.1%

思わ

ない

0.0%

無回答

0.0%

非常に

思う

6.8%

ある程

度思う

18.2%

どちらと

も言えな

い

43.2%

あまり思

わない

11.4%

思わない

20.4%

無回答

0.0%
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30 歳代      40 歳代 

  
有効回答数＝60     有効回答数＝75 

 

50 歳代      60 歳代 

  
有効回答数＝94     有効回答数＝82 

 

70 歳代 

 
有効回答数＝85 

  

非常に

思う

10.0%ある程

度思う

16.7%

どちらと

も言えな

い

38.3%

あまり思

わない

20.0%

思わない

11.7%

無回答

3.3%

非常に思

う

4.0%
ある程

度思う

26.7%

どちらと

も言えな

い

44.0%

あまり

思わな

い

13.3%

思わな

い

12.0%

無回

答

0.0%

非常に思

う

4.3%

ある程度

思う

28.7%

どちらと

も言えな

い

39.4%

あまり思

わない

17.0%

思わない

9.6%

無回答

1.1%

非常に思

う

4.9%

ある程度

思う

26.8%
どちらと

も言えな

い

40.3%

あまり思

わない

13.4%

思わない

13.4%

無回答

1.2%

非常に思

う

10.6%

ある程度

思う

38.8%
どちらと

も言えな

い

21.2%

あまり思

わない

12.9%

思わな

い

14.1%

無回答

2.4%
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●地域別 

 

本庁管内     中妻出張所管内 

  
有効回答数＝52     有効回答数＝56 

 

平田出張所管内     甲子出張所管内 

  
有効回答数＝63     有効回答数＝76 

 

小佐野出張所管内    鵜住居出張所管内 

  
有効回答数＝108     有効回答数＝47 

  

非常に思

う

11.5%

ある程

度思う

28.9%どちらと

も言えな

い

36.5%

あまり思

わない

9.6%

思わない

13.5%

無回答

0.0%

非常に思

う

8.9%

ある程度

思う

26.8%
どちらと

も言えな

い

35.7%

あまり思

わない

14.3%

思わない

12.5%

無回答

1.8%

非常に思

う

3.2%ある程

度思う

31.8%

どちらと

も言えな

い

44.4%

あまり思

わない

9.5%

思わない

9.5%

無回答

1.6%

非常に思

う

5.3%
ある程度

思う

23.7%

どちらと

も言えな

い

36.8%

あまり思

わない

18.4%

思わない

14.5%

無回

答

1.3%

非常に

思う

3.7%
ある程

度思う

25.0%

どちらと

も言えな

い

38.0%

あまり思

わない

16.7%

思わない

14.8%

無回答

1.8%
非常に思

う

17.0%

ある程度

思う

31.9%

どちらと

も言えな

い

25.5%

あまり思

わない

12.8%

思わない

12.8%

無回

答

0.0%
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栗橋出張所管内     唐丹出張所管内 

  

有効回答数＝15     有効回答数＝25 

 

知人や家族から「釜石市に住みたい」または「戻りたい」と相談されたとしたら、現在の釜石市

へ呼び込みたいと思うかをたずねた設問に対する回答は、性別による差異は見られなかった。 

年代別では、20 歳代以上では高齢になるほど「非常に思う」または「ある程度思う」と回答する

割合が多くなる傾向がみられた。 

地域別では、鵜住居出張所管内と唐丹出張所管内で「非常に思う」または「ある程度思う」と回

答する割合が多かった。 

  

非常に思

う

13.3% ある程度

思う

20.0%

どちらと

も言えな

い

13.3%

あまり思

わない

26.7%

思わない

20.0%

無回答

6.7%
非常に思

う

8.0%

ある程度

思う

36.0%どちらと

も言えな

い

36.0%

あまり思

わない

20.0%

思わない

0.0%

無回答

0.0%
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問 20 釜石市が将来目指すべきまちの姿は、次のどれだとお考えですか。（あてはまるもの

３つまで選択） 

 

●性別 

 

男性      女性 

 

有効回答数＝206     有効回答数＝234 

 

●年代別 

 

20 歳未満     20 歳代 

 

有効回答数＝11     有効回答数＝43 

33.2%
15.2%

7.1%
22.7%
23.2%

13.7%
17.5%

10.0%
27.0%

54.5%
15.6%

2.4%
9.0%

14.2%
8.1%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80%

自然環境を大切にしたまち

教育・文化に恵まれたまち

歴史的資源を生かしたまち

交通利便性が発達したまち

活気のある商業のまち

豊かな工業のまち

農林漁業を活かしたまち

住宅地の環境が優れたまち

災害に強いまち

福祉や医療などが充実したまち

スポーツが盛んなまち

国際交流が盛んなまち

情報のネットワークが整ったまち

観光や交流が盛んなまち

市民参加が盛んなまち

その他

19.6%
22.9%

3.3%
30.4%

25.0%
5.4%

18.3%
11.7%

29.2%
69.2%

6.3%
1.3%

8.8%
15.4%

6.7%
5.0%

0% 20% 40% 60% 80%

自然環境を大切にしたまち

教育・文化に恵まれたまち

歴史的資源を生かしたまち

交通利便性が発達したまち

活気のある商業のまち

豊かな工業のまち

農林漁業を活かしたまち

住宅地の環境が優れたまち

災害に強いまち

福祉や医療などが充実したまち

スポーツが盛んなまち

国際交流が盛んなまち

情報のネットワークが整ったまち

観光や交流が盛んなまち

市民参加が盛んなまち

その他

45.5%
0.0%
0.0%

18.2%
18.2%

0.0%
36.4%

27.3%
27.3%

45.5%
27.3%

0.0%
18.2%
18.2%

0.0%
0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

自然環境を大切にしたまち

教育・文化に恵まれたまち

歴史的資源を生かしたまち

交通利便性が発達したまち

活気のある商業のまち

豊かな工業のまち

農林漁業を活かしたまち

住宅地の環境が優れたまち

災害に強いまち

福祉や医療などが充実したまち

スポーツが盛んなまち

国際交流が盛んなまち

情報のネットワークが整ったまち

観光や交流が盛んなまち

市民参加が盛んなまち

その他

22.7%
22.7%

2.3%
31.8%

25.0%
6.8%
6.8%

13.6%
27.3%

47.7%
20.5%

4.5%
15.9%
15.9%

2.3%
4.5%

0% 20% 40% 60% 80%

自然環境を大切にしたまち

教育・文化に恵まれたまち

歴史的資源を生かしたまち

交通利便性が発達したまち

活気のある商業のまち

豊かな工業のまち

農林漁業を活かしたまち

住宅地の環境が優れたまち

災害に強いまち

福祉や医療などが充実したまち

スポーツが盛んなまち

国際交流が盛んなまち

情報のネットワークが整ったまち

観光や交流が盛んなまち

市民参加が盛んなまち

その他
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30 歳代      40 歳代 

 

有効回答数＝57     有効回答数＝74 

 

50 歳代      60 歳代 

 

有効回答数＝94     有効回答数＝80 

  

15.0%
25.0%

1.7%
33.3%

21.7%
8.3%
10.0%

23.3%
26.7%

53.3%
6.7%

1.7%
5.0%

16.7%
5.0%
6.7%

0% 20% 40% 60% 80%

自然環境を大切にしたまち

教育・文化に恵まれたまち

歴史的資源を生かしたまち

交通利便性が発達したまち

活気のある商業のまち

豊かな工業のまち

農林漁業を活かしたまち

住宅地の環境が優れたまち

災害に強いまち

福祉や医療などが充実したまち

スポーツが盛んなまち

国際交流が盛んなまち

情報のネットワークが整ったまち

観光や交流が盛んなまち

市民参加が盛んなまち

その他

20.0%
32.0%

8.0%
17.3%

29.3%
6.7%

18.7%
12.0%

25.3%
54.7%

12.0%
0.0%

10.7%
21.3%

10.7%
8.0%

0% 20% 40% 60% 80%

自然環境を大切にしたまち

教育・文化に恵まれたまち

歴史的資源を生かしたまち

交通利便性が発達したまち

活気のある商業のまち

豊かな工業のまち

農林漁業を活かしたまち

住宅地の環境が優れたまち

災害に強いまち

福祉や医療などが充実したまち

スポーツが盛んなまち

国際交流が盛んなまち

情報のネットワークが整ったまち

観光や交流が盛んなまち

市民参加が盛んなまち

その他

41.5%
16.0%

6.4%
21.3%

13.8%
10.6%

21.3%
6.4%

36.2%
63.8%

11.7%
1.1%

9.6%
19.1%

6.4%
2.1%

0% 20% 40% 60% 80%

自然環境を大切にしたまち

教育・文化に恵まれたまち

歴史的資源を生かしたまち

交通利便性が発達したまち

活気のある商業のまち

豊かな工業のまち

農林漁業を活かしたまち

住宅地の環境が優れたまち

災害に強いまち

福祉や医療などが充実したまち

スポーツが盛んなまち

国際交流が盛んなまち

情報のネットワークが整ったまち

観光や交流が盛んなまち

市民参加が盛んなまち

その他

20.7%
17.1%

3.7%
31.7%

28.0%
13.4%

23.2%
6.1%

20.7%
80.5%

8.5%
1.2%

7.3%
9.8%
9.8%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80%

自然環境を大切にしたまち

教育・文化に恵まれたまち

歴史的資源を生かしたまち

交通利便性が発達したまち

活気のある商業のまち

豊かな工業のまち

農林漁業を活かしたまち

住宅地の環境が優れたまち

災害に強いまち

福祉や医療などが充実したまち

スポーツが盛んなまち

国際交流が盛んなまち

情報のネットワークが整ったまち

観光や交流が盛んなまち

市民参加が盛んなまち

その他
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70 歳代 

 

有効回答数＝81 

 

釜石市が将来目指すべきまちの姿をたずねた設問に対する回答は、いずれの性別、年代でも「福

祉や医療などが充実したまち」が最も多く、高齢になるほどその割合が多くなる傾向がみられた。 

  

25.9%

10.6%

7.1%

29.4%

30.6%

10.6%

17.6%

7.1%

30.6%

64.7%

5.9%

3.5%

4.7%

7.1%

9.4%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自然環境を大切にしたまち

教育・文化に恵まれたまち

歴史的資源を生かしたまち

交通利便性が発達したまち

活気のある商業のまち

豊かな工業のまち

農林漁業を活かしたまち

住宅地の環境が優れたまち

災害に強いまち

福祉や医療などが充実したまち

スポーツが盛んなまち

国際交流が盛んなまち

情報のネットワークが整ったまち

観光や交流が盛んなまち

市民参加が盛んなまち

その他
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問 22 10 年後の釜石市が「活力ある持続可能なまち」であるためには、財源に限りがある

中で、今後どのような政策を重点的に取り組むべきだと思いますか。（あてはまるも

の３つまで選択） 

 

●性別 

 

男性      女性 

  
有効回答数＝209     有効回答数＝233 

12.8%

10.0%

0.9%

4.7%

8.1%

6.2%

10.0%

10.4%

10.9%

28.0%

33.2%

7.6%

1.4%

2.4%

9.0%

28.0%

11.8%

21.8%

10.9%

1.9%

5.7%

10.4%

1.9%

0.9%

0.0%

6.6%

19.9%

5.7%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

環境保全

学校教育

生涯学習

芸術･文化振興

交通体系

交通安全

商業

工業

農林水産業

企業誘致

雇用対策

居住環境

防犯

都市景観

防災

保健・医療

社会福祉

高齢者福祉

スポーツ

国際化

情報通信

観光

市民活動

人権

男女共同参画

青少年育成

少子化対策

都市開発

その他

9.2%

14.2%

2.9%

5.4%

10.8%

0.8%

8.8%

1.7%

9.6%

21.3%

33.3%

10.8%

0.8%

3.3%

5.8%

37.9%

12.9%

24.2%

2.5%

1.7%

1.7%

10.0%

2.5%

0.8%

1.7%

6.7%

22.1%

7.5%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

環境保全

学校教育

生涯学習

芸術･文化振興

交通体系

交通安全

商業

工業

農林水産業

企業誘致

雇用対策

居住環境

防犯

都市景観

防災

保健・医療

社会福祉

高齢者福祉

スポーツ

国際化

情報通信

観光

市民活動

人権

男女共同参画

青少年育成

少子化対策

都市開発

その他
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●年代別 

 

20 歳未満     20 歳代 

  
有効回答数＝11     有効回答数＝44 

  

9.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

9.1%

18.2%

0.0%

27.3%

18.2%

36.4%

9.1%

9.1%

9.1%

27.3%

9.1%

9.1%

18.2%

27.3%

0.0%

0.0%

9.1%

0.0%

9.1%

0.0%

0.0%

18.2%

27.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

環境保全

学校教育

生涯学習

芸術･文化振興

交通体系

交通安全

商業

工業

農林水産業

企業誘致

雇用対策

居住環境

防犯

都市景観

防災

保健・医療

社会福祉

高齢者福祉

スポーツ

国際化

情報通信

観光

市民活動

人権

男女共同参画

青少年育成

少子化対策

都市開発

その他

13.6%

13.6%

0.0%

2.3%

15.9%

6.8%

15.9%

4.5%

0.0%

9.1%

15.9%

15.9%

4.5%

9.1%

4.5%

29.5%

9.1%

22.7%

11.4%

4.5%

4.5%

11.4%

4.5%

0.0%

0.0%

0.0%

27.3%

13.6%

4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

環境保全

学校教育

生涯学習

芸術･文化振興

交通体系

交通安全

商業

工業

農林水産業

企業誘致

雇用対策

居住環境

防犯

都市景観

防災

保健・医療

社会福祉

高齢者福祉

スポーツ

国際化

情報通信

観光

市民活動

人権

男女共同参画

青少年育成

少子化対策

都市開発

その他
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30 歳代      40 歳代 

   
有効回答数＝58     有効回答数＝75 

  

6.7%

21.7%

0.0%

3.3%

8.3%

1.7%

16.7%

10.0%

5.0%

15.0%

31.7%

11.7%

0.0%

1.7%

8.3%

35.0%

6.7%

15.0%

6.7%

1.7%

1.7%

11.7%

1.7%

3.3%

1.7%

1.7%

28.3%

13.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

環境保全

学校教育

生涯学習

芸術･文化振興

交通体系

交通安全

商業

工業

農林水産業

企業誘致

雇用対策

居住環境

防犯

都市景観

防災

保健・医療

社会福祉

高齢者福祉

スポーツ

国際化

情報通信

観光

市民活動

人権

男女共同参画

青少年育成

少子化対策

都市開発

その他

9.3%

17.3%

2.7%

4.0%

10.7%

1.3%

16.0%

5.3%

9.3%

14.7%

29.3%

16.0%

0.0%

4.0%

8.0%

34.7%

9.3%

14.7%

4.0%

1.3%

6.7%

12.0%

4.0%

0.0%

0.0%

14.7%

28.0%

8.0%

5.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

環境保全

学校教育

生涯学習

芸術･文化振興

交通体系

交通安全

商業

工業

農林水産業

企業誘致

雇用対策

居住環境

防犯

都市景観

防災

保健・医療

社会福祉

高齢者福祉

スポーツ

国際化

情報通信

観光

市民活動

人権

男女共同参画

青少年育成

少子化対策

都市開発

その他
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50 歳代      60 歳代 

   
有効回答数＝94     有効回答数＝79 

  

16.0%

11.7%

3.2%

7.4%

9.6%

2.1%

3.2%

7.4%

13.8%

27.7%

42.6%

8.5%

1.1%

2.1%

13.8%

31.9%

20.2%

17.0%

5.3%

3.2%

3.2%

6.4%

2.1%

0.0%

2.1%

7.4%

17.0%

2.1%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

環境保全

学校教育

生涯学習

芸術･文化振興

交通体系

交通安全

商業

工業

農林水産業

企業誘致

雇用対策

居住環境

防犯

都市景観

防災

保健・医療

社会福祉

高齢者福祉

スポーツ

国際化

情報通信

観光

市民活動

人権

男女共同参画

青少年育成

少子化対策

都市開発

その他

11.0%

4.9%

2.4%

2.4%

11.0%

1.2%

4.9%

2.4%

15.9%

31.7%

37.8%

4.9%

0.0%

2.4%

3.7%

40.2%

13.4%

35.4%

4.9%

1.2%

3.7%

12.2%

2.4%

1.2%

0.0%

6.1%

14.6%

4.9%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

環境保全

学校教育

生涯学習

芸術･文化振興

交通体系

交通安全

商業

工業

農林水産業

企業誘致

雇用対策

居住環境

防犯

都市景観

防災

保健・医療

社会福祉

高齢者福祉

スポーツ

国際化

情報通信

観光

市民活動

人権

男女共同参画

青少年育成

少子化対策

都市開発

その他
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70 歳代 

 
有効回答数＝81 

 

釜石市が今後どのような政策を重点的に取り組むべきかをたずねた設問に対する回答は、いずれ

の性別でも「企業誘致」「雇用対策」「保健・医療」「高齢者福祉」「少子化対策」の割合が多かった。 

年代別では、30 歳代以上では「雇用対策」「保健・医療」「少子化対策」の割合が多く、50 歳代以

上では「企業誘致」、60 歳代以上では「高齢者福祉」の割合も多かった。 

  

8.2%

9.4%

2.4%

9.4%

5.9%

7.1%

3.5%

5.9%

9.4%

37.6%

30.6%

3.5%

1.2%

0.0%

1.2%

29.4%

11.8%

32.9%

5.9%

0.0%

2.4%

9.4%

0.0%

0.0%

1.2%

7.1%

18.8%

1.2%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

環境保全

学校教育

生涯学習

芸術･文化振興

交通体系

交通安全

商業

工業

農林水産業

企業誘致

雇用対策

居住環境

防犯

都市景観

防災

保健・医療

社会福祉

高齢者福祉

スポーツ

国際化

情報通信

観光

市民活動

人権

男女共同参画

青少年育成

少子化対策

都市開発

その他
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問 24 現在、まちづくり活動に参加していますか。（１つ選択） 

 

男性      女性 

   
有効回答数＝211     有効回答数＝240 

 

●年代別 

 

20 歳未満     20 歳代 

   
有効回答数＝11     有効回答数＝44 

 

30 歳代      40 歳代 

   
有効回答数＝60     有効回答数＝75 

  

積極的に

参加して

いる

3.3%

ある程度

参加して

いる

32.7%

あまり参

加してい

ない

19.0%

参加して

いない

43.1%

無回答

1.9%

積極的

に参加

してい

る

1.3%

ある程度

参加して

いる

17.9%

あまり参

加してい

ない

22.9%

参加して

いない

55.4%

無回答

2.5%

積極的

に参加

してい

る

9.1%

ある程

度参加

してい

る

9.1%

あまり参

加してい

ない

27.3%

参加して

いない

54.5%

無回答

0.0%

積極的

に参加

してい

る

2.3%

ある程度

参加して

いる

9.1%

あまり参

加してい

ない

22.7%参加して

いない

65.9%

無回答

0.0%

積極的に

参加して

いる

3.3% ある程度

参加して

いる

10.0%
あまり参

加してい

ない

21.7%

参加して

いない

65.0%

無回答

0.0%

積極的に

参加して

いる

1.3%

ある程

度参加

してい

る

24.0%

あまり

参加し

ていな

い

26.7%

参加して

いない

45.3%

無回答

2.7%
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50 歳代      60 歳代 

   
有効回答数＝94     有効回答数＝82 

 

70 歳代 

 
有効回答数＝85 

 

まちづくり活動への参加をたずねた設問に対する回答は、男性のほうが「積極的に参加している」

または「ある程度参加している」と回答をする割合が多かった。 

年代別では、20 歳代以上では高齢になるほど「積極的に参加している」または「ある程度参加し

ている」と回答をする割合が多かった。 

  

積極的に

参加して

いる

1.1%

ある程度

参加して

いる

28.7%

あまり参

加してい

ない

24.5%

参加して

いない

45.7%

無回答

0.0%

積極的に

参加して

いる

2.4%

ある程

度参加

してい

る

28.1%

あまり参

加してい

ない

17.1%

参加して

いない

50.0%

無回答

2.4%

積極的に

参加して

いる

2.3%

ある程度

参加して

いる

40.0%

あまり参

加してい

ない

14.1%

参加して

いない

36.5%

無回答

7.1%
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問 29 釜石市のまちづくりはどのように進めていけばよいと思いますか。（１つ選択） 

 

●性別 

 

男性      女性 

 
有効回答数＝211      有効回答数＝240 

 

 

●年代別 

 

20 歳未満     20 歳代 

 
有効回答数＝11     有効回答数＝44 

  

11.4%

59.7%

22.7%

3.3%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80%

行政の支援を受けながら、

市民主導でまちづくりを

進める

市民と行政が協力しながら、

一体となってまちづくりを

進める

市民の協力を得ながら、

行政主導でまちづくりを

進める

その他

無回答

12.9%

66.3%

14.2%

2.1%

4.6%

0% 20% 40% 60% 80%

行政の支援を受けながら、

市民主導でまちづくりを

進める

市民と行政が協力しながら、

一体となってまちづくりを

進める

市民の協力を得ながら、

行政主導でまちづくりを

進める

その他

無回答

9.1%

81.8%

9.1%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

行政の支援を受けながら、

市民主導でまちづくりを

進める

市民と行政が協力しながら、

一体となってまちづくりを

進める

市民の協力を得ながら、

行政主導でまちづくりを

進める

その他

無回答

20.5%

52.3%

25.0%

2.3%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

行政の支援を受けながら、

市民主導でまちづくりを

進める

市民と行政が協力しながら、

一体となってまちづくりを

進める

市民の協力を得ながら、

行政主導でまちづくりを

進める

その他

無回答
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30 歳代      40 歳代 

 
有効回答数＝60     有効回答数＝75 

 

50 歳代      60 歳代 

 
有効回答数＝94     有効回答数＝82 

 

70 歳代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.3%

56.7%

20.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

行政の支援を受けながら、

市民主導でまちづくりを

進める

市民と行政が協力しながら、

一体となってまちづくりを

進める

市民の協力を得ながら、

行政主導でまちづくりを

進める

その他

無回答

13.3%

64.0%

14.7%

5.3%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80%

行政の支援を受けながら、

市民主導でまちづくりを

進める

市民と行政が協力しながら、

一体となってまちづくりを

進める

市民の協力を得ながら、

行政主導でまちづくりを

進める

その他

無回答

6.4%

74.5%

16.0%

2.1%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80%

行政の支援を受けながら、

市民主導でまちづくりを

進める

市民と行政が協力しながら、

一体となってまちづくりを

進める

市民の協力を得ながら、

行政主導でまちづくりを

進める

その他

無回答

11.0%

63.4%

20.7%

1.2%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80%

行政の支援を受けながら、

市民主導でまちづくりを

進める

市民と行政が協力しながら、

一体となってまちづくりを

進める

市民の協力を得ながら、

行政主導でまちづくりを

進める

その他

無回答

8.2%

57.6%

17.6%

4.7%

11.8%

0% 20% 40% 60% 80%

行政の支援を受けながら、

市民主導でまちづくりを

進める

市民と行政が協力しながら、

一体となってまちづくりを

進める

市民の協力を得ながら、

行政主導でまちづくりを

進める

その他

無回答

有効回答数＝85 

釜石市のまちづくりの進め方について、市民

と行政の関係についてたずねた設問に対する回

答は、いずれの性別、年代でも「市民と行政が

協力しながら、一体となってまちづくりを進め

る」が最も多かった。 
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問 34 人口減少問題への釜石市の対策として、何が重要だと思いますか。（あてはまるもの

３つまで選択） 

 

●性別 

 

男性      女性 

 
有効回答数＝209     有効回答数＝240 

 

 

●年代別 

 

20 歳未満     20 歳代 

 
有効回答数＝11     有効回答数＝44 

  

53.6%
40.8%

18.0%
16.1%

12.8%
30.8%

6.6%
7.1%

44.5%
18.0%

10.9%
5.2%

0% 20% 40% 60%

働きながら子育てできる環境の整備

医療・福祉サービスの充実

子どもに向けた施策の充実

大学、専門学校など高等教育の充実

観光交流人口の拡大

移住・定住の促進

地域コミュニティの育成

郷土愛やふるさと意識の醸成

雇用機会の創出

地域資源を生かした産業振興

住宅の供給

その他

60.0%
63.3%

18.8%
10.4%

7.9%
27.1%

8.3%
6.7%

39.6%
12.9%
12.1%

4.2%

0% 20% 40% 60%

働きながら子育てできる環境の整備

医療・福祉サービスの充実

子どもに向けた施策の充実

大学、専門学校など高等教育の充実

観光交流人口の拡大

移住・定住の促進

地域コミュニティの育成

郷土愛やふるさと意識の醸成

雇用機会の創出

地域資源を生かした産業振興

住宅の供給

その他

54.5%
45.5%

18.2%
45.5%

36.4%
0.0%

9.1%
9.1%

36.4%
9.1%

18.2%
9.1%

0% 20% 40% 60%

働きながら子育てできる環境の整備

医療・福祉サービスの充実

子どもに向けた施策の充実

大学、専門学校など高等教育の充実

観光交流人口の拡大

移住・定住の促進

地域コミュニティの育成

郷土愛やふるさと意識の醸成

雇用機会の創出

地域資源を生かした産業振興

住宅の供給

その他

65.9%
43.2%

29.5%
20.5%

6.8%
25.0%

6.8%
9.1%

27.3%
2.3%

11.4%
9.1%

0% 20% 40% 60%

働きながら子育てできる環境の整備

医療・福祉サービスの充実

子どもに向けた施策の充実

大学、専門学校など高等教育の充実

観光交流人口の拡大

移住・定住の促進

地域コミュニティの育成

郷土愛やふるさと意識の醸成

雇用機会の創出

地域資源を生かした産業振興

住宅の供給

その他
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30 歳代      40 歳代 

 
有効回答数＝60     有効回答数＝75 
 

50 歳代      60 歳代 

 
有効回答数＝94     有効回答数＝81 
 

70 歳代 

 
有効回答数＝84 

 

人口減少問題への釜石市の対策として重要と思うものをたずねた設問に対する回答は、いずれの

性別、年代でも「働きながら子育てできる環境の整備」、「医療・福祉サービスの充実」、「雇用機会

の創出」が多かった。 

 

55.0%
56.7%

26.7%
15.0%

8.3%
28.3%

5.0%
5.0%

36.7%
8.3%

21.7%
6.7%

0% 20% 40% 60%

働きながら子育てできる環境の整備

医療・福祉サービスの充実

子どもに向けた施策の充実

大学、専門学校など高等教育の充実

観光交流人口の拡大

移住・定住の促進

地域コミュニティの育成

郷土愛やふるさと意識の醸成

雇用機会の創出

地域資源を生かした産業振興

住宅の供給

その他

53.3%
52.0%

24.0%
14.7%
13.3%

29.3%
6.7%
5.3%

37.3%
17.3%

14.7%
6.7%

0% 20% 40% 60%

働きながら子育てできる環境の整備

医療・福祉サービスの充実

子どもに向けた施策の充実

大学、専門学校など高等教育の充実

観光交流人口の拡大

移住・定住の促進

地域コミュニティの育成

郷土愛やふるさと意識の醸成

雇用機会の創出

地域資源を生かした産業振興

住宅の供給

その他

59.6%
55.3%

11.7%
14.9%

5.3%
35.1%

7.4%
8.5%

50.0%
14.9%

10.6%
4.3%

0% 20% 40% 60%

働きながら子育てできる環境の整備

医療・福祉サービスの充実

子どもに向けた施策の充実

大学、専門学校など高等教育の充実

観光交流人口の拡大

移住・定住の促進

地域コミュニティの育成

郷土愛やふるさと意識の醸成

雇用機会の創出

地域資源を生かした産業振興

住宅の供給

その他

57.3%
59.8%

15.9%
8.5%
8.5%

30.5%
7.3%

3.7%
50.0%

18.3%
8.5%

2.4%

0% 20% 40% 60%

働きながら子育てできる環境の整備

医療・福祉サービスの充実

子どもに向けた施策の充実

大学、専門学校など高等教育の充実

観光交流人口の拡大

移住・定住の促進

地域コミュニティの育成

郷土愛やふるさと意識の醸成

雇用機会の創出

地域資源を生かした産業振興

住宅の供給

その他

54.1%
45.9%

11.8%
4.7%

14.1%
27.1%

10.6%
9.4%

40.0%
23.5%

3.5%
1.2%

0% 20% 40% 60%

働きながら子育てできる環境の整備

医療・福祉サービスの充実

子どもに向けた施策の充実

大学、専門学校など高等教育の充実

観光交流人口の拡大

移住・定住の促進

地域コミュニティの育成

郷土愛やふるさと意識の醸成

雇用機会の創出

地域資源を生かした産業振興

住宅の供給

その他
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問 36 人口減少社会に適応するためには、どのような対策を講じていくことが必要だと思

いますか。（あてはまるもの 3つまで選択） 

 

●性別 

 

男性      女性 

 

有効回答数＝210     有効回答数＝238 

 

●年代別 

 

20 歳未満     20 歳代 

 

有効回答数＝11     有効回答数＝44 

34.6%

8.5%

34.6%

38.4%

22.3%

22.7%

26.1%

27.5%

21.8%

8.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

高齢者の活躍促進

外国人の活躍促進

女性の活躍促進

働き方改革

過疎・中山間地域の振興

集中型まちづくりの推進

地域の支えあいと絆の強化

NPO､企業､行政などの多様な

主体の連携と協働の促進

行政サービスの効率化

その他

30.4%

5.8%

25.8%

47.1%

21.3%

14.6%

24.6%

32.5%

27.1%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

高齢者の活躍促進

外国人の活躍促進

女性の活躍促進

働き方改革

過疎・中山間地域の振興

集中型まちづくりの推進

地域の支えあいと絆の強化

NPO､企業､行政などの多様な

主体の連携と協働の促進

行政サービスの効率化

その他

36.4%

0.0%

18.2%

54.5%

18.2%

0.0%

63.6%

45.5%

27.3%

0.0%

0% 10%20%30%40%50%60%

高齢者の活躍促進

外国人の活躍促進

女性の活躍促進

働き方改革

過疎・中山間地域の振興

集中型まちづくりの推進

地域の支えあいと絆の強化

NPO､企業､行政などの多様な

主体の連携と協働の促進

行政サービスの効率化

その他

18.2%

13.6%

29.5%

50.0%

18.2%

15.9%

15.9%

22.7%

27.3%

11.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

高齢者の活躍促進

外国人の活躍促進

女性の活躍促進

働き方改革

過疎・中山間地域の振興

集中型まちづくりの推進

地域の支えあいと絆の強化

NPO､企業､行政などの多様な

主体の連携と協働の促進

行政サービスの効率化

その他
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30 歳代      40 歳代 

 

有効回答数＝60     有効回答数＝75 

 

50 歳代      60 歳代 

 

有効回答数＝94     有効回答数＝81 

  

18.3%

5.0%

25.0%

46.7%

26.7%

18.3%

20.0%

20.0%

23.3%

10.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

高齢者の活躍促進

外国人の活躍促進

女性の活躍促進

働き方改革

過疎・中山間地域の振興

集中型まちづくりの推進

地域の支えあいと絆の強化

NPO､企業､行政などの多様な

主体の連携と協働の促進

行政サービスの効率化

その他

20.0%

6.7%

29.3%

53.3%

17.3%

28.0%

18.7%

29.3%

28.0%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

高齢者の活躍促進

外国人の活躍促進

女性の活躍促進

働き方改革

過疎・中山間地域の振興

集中型まちづくりの推進

地域の支えあいと絆の強化

NPO､企業､行政などの多様な

主体の連携と協働の促進

行政サービスの効率化

その他

40.4%

9.6%

27.7%

42.6%

24.5%

20.2%

22.3%

36.2%

22.3%

7.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

高齢者の活躍促進

外国人の活躍促進

女性の活躍促進

働き方改革

過疎・中山間地域の振興

集中型まちづくりの推進

地域の支えあいと絆の強化

NPO､企業､行政などの多様な

主体の連携と協働の促進

行政サービスの効率化

その他

43.9%

6.1%

31.7%

46.3%

17.1%

13.4%

26.8%

30.5%

24.4%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

高齢者の活躍促進

外国人の活躍促進

女性の活躍促進

働き方改革

過疎・中山間地域の振興

集中型まちづくりの推進

地域の支えあいと絆の強化

NPO､企業､行政などの多様な

主体の連携と協働の促進

行政サービスの効率化

その他
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70 歳代 

 

有効回答数＝83 

 

人口減少社会に適応するためにはどのような対策を講じていくことが必要かをたずねた設問に対

する回答は、性別による大きな差異はみられなかった。 

年代別では、20 歳代から 60 歳代まで「働き方改革」が最も多いが、50 歳代以上では「高齢者の

活躍推進」も増える傾向がみられた。 

  

40.0%

4.7%

36.5%

23.5%

25.9%

16.5%

37.6%

32.9%

22.4%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

高齢者の活躍促進

外国人の活躍促進

女性の活躍促進

働き方改革

過疎・中山間地域の振興

集中型まちづくりの推進

地域の支えあいと絆の強化

NPO､企業､行政などの多様な

主体の連携と協働の促進

行政サービスの効率化

その他
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問 38 釜石市が支出を節減・抑制する上で、重点的に取り組む必要があると思うものはど

れですか。 

 

●性別 

 

男性      女性 

 

有効回答数＝209     有効回答数＝240 

 

●年代別 

 

20 歳未満     20 歳代 

 

有効回答数＝11     有効回答数＝43 

  

58.9%

68.9%

26.8%

35.4%

27.8%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80%

行政全般の事務の効率化

事業を整理し、必要な

事業を重点的に実施

補助金の削減や見直し

公共施設数の削減や

広域での共同利用

民間の資金を活用した

公共事業の実施

その他

57.1%

65.8%

25.4%

27.9%

19.2%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80%

行政全般の事務の効率化

事業を整理し、必要な

事業を重点的に実施

補助金の削減や見直し

公共施設数の削減や

広域での共同利用

民間の資金を活用した

公共事業の実施

その他

63.6%

72.7%

18.2%

54.5%

27.3%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

行政全般の事務の効率化

事業を整理し、必要な

事業を重点的に実施

補助金の削減や見直し

公共施設数の削減や

広域での共同利用

民間の資金を活用した

公共事業の実施

その他

62.8%

62.8%

39.5%

18.6%

16.3%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80%

行政全般の事務の効率化

事業を整理し、必要な

事業を重点的に実施

補助金の削減や見直し

公共施設数の削減や

広域での共同利用

民間の資金を活用した

公共事業の実施

その他
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30 歳代      40 歳代 

 

有効回答数＝60     有効回答数＝75 

 

50 歳代      60 歳代 

 

有効回答数＝94     有効回答数＝82 

 

70 歳代 

 

有効回答数＝84 

51.7%

80.0%

25.0%

16.7%

20.0%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80%

行政全般の事務の効率化

事業を整理し、必要な

事業を重点的に実施

補助金の削減や見直し

公共施設数の削減や

広域での共同利用

民間の資金を活用した

公共事業の実施

その他

64.0%

69.3%

25.3%

28.0%

21.3%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80%

行政全般の事務の効率化

事業を整理し、必要な

事業を重点的に実施

補助金の削減や見直し

公共施設数の削減や

広域での共同利用

民間の資金を活用した

公共事業の実施

その他

56.4%

71.3%

24.5%

29.8%

21.3%

8.5%

0% 20% 40% 60% 80%

行政全般の事務の効率化

事業を整理し、必要な

事業を重点的に実施

補助金の削減や見直し

公共施設数の削減や

広域での共同利用

民間の資金を活用した

公共事業の実施

その他

58.5%

62.2%

24.4%

39.0%

25.6%

12.2%

0% 20% 40% 60% 80%

行政全般の事務の効率化

事業を整理し、必要な

事業を重点的に実施

補助金の削減や見直し

公共施設数の削減や

広域での共同利用

民間の資金を活用した

公共事業の実施

その他

53.6%

58.3%

26.2%

42.9%

29.8%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80%

行政全般の事務の効率化

事業を整理し、必要な

事業を重点的に実施

補助金の削減や見直し

公共施設数の削減や

広域での共同利用

民間の資金を活用した

公共事業の実施

その他

釜石市が支出を節減・抑制する上で、重点的

に取り組む必要があると思うものについてたず

ねた設問に対する回答は、いずれの性別、年代

でも「事業を整理し、必要な事業を重点的に実

施」、「行政全般の事務の効率化」が多かった。
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問 44 あなたの住んでいる地域で自然災害（地震津波、土砂災害等）が発生した場合、特

にどのようなことが心配ですか。（あてはまるもの５つまで選択） 

 

●性別 

 

男性      女性 

  
有効回答数＝206     有効回答数＝237 

 

●年代別 

 

20 歳未満     20 歳代 

 
有効回答数＝11     有効回答数＝43 

  

49.8%
30.8%

19.9%
29.9%

12.8%
57.8%

26.1%
26.1%

34.1%
18.0%

9.0%
36.0%

31.3%
13.7%
12.8%

17.5%
0.0%
0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

家屋・建物の倒壊

がけ崩れ・地割れ

津波による浸水

洪水による浸水

堤防・防潮堤の決壊

電気・水道・ガスの供給停止

道路や鉄道機関の被害や混乱

携帯電話を含む電話の不通

家族や友人の安否

災害状況などの情報の入手

自主防災組織等による協力体制

食料や飲料水などの不足

けがや病気の場合の医療体制

仕事や事業の継続

避難路の安全性

避難場所の安全性

特に心配はない

その他

52.9%
40.0%

13.8%
27.5%

10.8%
60.8%

15.0%
35.4%

40.8%
18.3%

5.8%
37.9%

35.0%
8.8%
12.5%

18.8%
0.4%
2.9%

0% 20% 40% 60% 80%

家屋・建物の倒壊

がけ崩れ・地割れ

津波による浸水

洪水による浸水

堤防・防潮堤の決壊

電気・水道・ガスの供給停止

道路や鉄道機関の被害や混乱

携帯電話を含む電話の不通

家族や友人の安否

災害状況などの情報の入手

自主防災組織等による協力体制

食料や飲料水などの不足

けがや病気の場合の医療体制

仕事や事業の継続

避難路の安全性

避難場所の安全性

特に心配はない

その他

27.3%
18.2%
18.2%

0.0%
27.3%

45.5%
36.4%

63.6%
54.5%

18.2%
0.0%

27.3%
45.5%

9.1%
18.2%

9.1%
0.0%
0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

家屋・建物の倒壊

がけ崩れ・地割れ

津波による浸水

洪水による浸水

堤防・防潮堤の決壊

電気・水道・ガスの供給停止

道路や鉄道機関の被害や混乱

携帯電話を含む電話の不通

家族や友人の安否

災害状況などの情報の入手

自主防災組織等による協力体制

食料や飲料水などの不足

けがや病気の場合の医療体制

仕事や事業の継続

避難路の安全性

避難場所の安全性

特に心配はない

その他

43.2%
34.1%

27.3%
15.9%

13.6%
43.2%

20.5%
34.1%

54.5%
15.9%

6.8%
43.2%

18.2%
4.5%
6.8%

13.6%
0.0%
0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

家屋・建物の倒壊

がけ崩れ・地割れ

津波による浸水

洪水による浸水

堤防・防潮堤の決壊

電気・水道・ガスの供給停止

道路や鉄道機関の被害や混乱

携帯電話を含む電話の不通

家族や友人の安否

災害状況などの情報の入手

自主防災組織等による協力体制

食料や飲料水などの不足

けがや病気の場合の医療体制

仕事や事業の継続

避難路の安全性

避難場所の安全性

特に心配はない

その他
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30 歳代      40 歳代 

  
有効回答数＝60     有効回答数＝73 

 

50 歳代      60 歳代 

  
有効回答数＝93     有効回答数＝81 

  

33.3%
38.3%

20.0%
31.7%

10.0%
71.7%

10.0%
50.0%

43.3%
11.7%

6.7%
38.3%

30.0%
15.0%

8.3%
13.3%

0.0%
1.7%

0% 20% 40% 60% 80%

家屋・建物の倒壊

がけ崩れ・地割れ

津波による浸水

洪水による浸水

堤防・防潮堤の決壊

電気・水道・ガスの供給停止

道路や鉄道機関の被害や混乱

携帯電話を含む電話の不通

家族や友人の安否

災害状況などの情報の入手

自主防災組織等による協力体制

食料や飲料水などの不足

けがや病気の場合の医療体制

仕事や事業の継続

避難路の安全性

避難場所の安全性

特に心配はない

その他

57.3%
42.7%

14.7%
40.0%

2.7%
66.7%

20.0%
30.7%

34.7%
14.7%

6.7%
37.3%

30.7%
12.0%

9.3%
18.7%

0.0%
4.0%

0% 20% 40% 60% 80%

家屋・建物の倒壊

がけ崩れ・地割れ

津波による浸水

洪水による浸水

堤防・防潮堤の決壊

電気・水道・ガスの供給停止

道路や鉄道機関の被害や混乱

携帯電話を含む電話の不通

家族や友人の安否

災害状況などの情報の入手

自主防災組織等による協力体制

食料や飲料水などの不足

けがや病気の場合の医療体制

仕事や事業の継続

避難路の安全性

避難場所の安全性

特に心配はない

その他

53.2%
40.4%

18.1%
26.6%

17.0%
56.4%

21.3%
24.5%

40.4%
20.2%

5.3%
30.9%
30.9%

14.9%
12.8%

19.1%
0.0%
1.1%

0% 20% 40% 60% 80%

家屋・建物の倒壊

がけ崩れ・地割れ

津波による浸水

洪水による浸水

堤防・防潮堤の決壊

電気・水道・ガスの供給停止

道路や鉄道機関の被害や混乱

携帯電話を含む電話の不通

家族や友人の安否

災害状況などの情報の入手

自主防災組織等による協力体制

食料や飲料水などの不足

けがや病気の場合の医療体制

仕事や事業の継続

避難路の安全性

避難場所の安全性

特に心配はない

その他

57.3%
30.5%

11.0%
34.1%

11.0%
57.3%

26.8%
28.0%

32.9%
22.0%

8.5%
37.8%
41.5%

12.2%
15.9%
18.3%

1.2%
1.2%

0% 20% 40% 60% 80%

家屋・建物の倒壊

がけ崩れ・地割れ

津波による浸水

洪水による浸水

堤防・防潮堤の決壊

電気・水道・ガスの供給停止

道路や鉄道機関の被害や混乱

携帯電話を含む電話の不通

家族や友人の安否

災害状況などの情報の入手

自主防災組織等による協力体制

食料や飲料水などの不足

けがや病気の場合の医療体制

仕事や事業の継続

避難路の安全性

避難場所の安全性

特に心配はない

その他
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70 歳代 

 
有効回答数＝82 

 

住んでいる地域で自然災害が発生した場合に特に心配なことをたずねた設問に対する回答は、性

別による大きな差異はみられなかった。 

年代別では、20 歳代では「家族や友人の安否」が最も多く、30 歳代以上では「電気・水道・ガス

の供給停止」が最も多いが、40 歳代以上では「家屋・建物の倒壊」も増える傾向がみられた。 

 

 

問 47 あなたは次の地震津波、土砂災害等の避難訓練に参加したことがありますか。（あて

はまるもの全て選択） 

 

●性別 

 

男性      女性 

  

有効回答数＝211     有効回答数＝240 

 

57.6%
31.8%

14.1%
23.5%

12.9%
60.0%

17.6%
21.2%

25.9%
21.2%

10.6%
40.0%
38.8%

5.9%
17.6%

23.5%
0.0%
1.2%

0% 20% 40% 60% 80%

家屋・建物の倒壊

がけ崩れ・地割れ

津波による浸水

洪水による浸水

堤防・防潮堤の決壊

電気・水道・ガスの供給停止

道路や鉄道機関の被害や混乱

携帯電話を含む電話の不通

家族や友人の安否

災害状況などの情報の入手

自主防災組織等による協力体制

食料や飲料水などの不足

けがや病気の場合の医療体制

仕事や事業の継続

避難路の安全性

避難場所の安全性

特に心配はない

その他

19.0%

22.7%

34.1%

41.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市役所主催の避難訓練

自治会・町内会・地区

の避難訓練

勤務先の避難訓練

いずれも参加したこと

がない

17.5%

21.7%

31.3%

40.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市役所主催の避難訓練

自治会・町内会・地区

の避難訓練

勤務先の避難訓練

いずれも参加したこと

がない
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●年代別 

 

20 歳未満     20 歳代 

  

有効回答数＝11     有効回答数＝44 

 

30 歳代      40 歳代 

  

有効回答数＝60     有効回答数＝75 

 

50 歳代      60 歳代 

  

有効回答数＝94     有効回答数＝82 

  

18.2%

36.4%

27.3%

18.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市役所主催の避難訓練

自治会・町内会・地区

の避難訓練

勤務先の避難訓練

いずれも参加したこと

がない

13.6%

13.6%

43.2%

45.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市役所主催の避難訓練

自治会・町内会・地区

の避難訓練

勤務先の避難訓練

いずれも参加したこと

がない

20.0%

11.7%

36.7%

43.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市役所主催の避難訓練

自治会・町内会・地区

の避難訓練

勤務先の避難訓練

いずれも参加したこと

がない

24.0%

14.7%

48.0%

33.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市役所主催の避難訓練

自治会・町内会・地区

の避難訓練

勤務先の避難訓練

いずれも参加したこと

がない

18.1%

21.3%

37.2%

44.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市役所主催の避難訓練

自治会・町内会・地区

の避難訓練

勤務先の避難訓練

いずれも参加したこと

がない

17.1%

24.4%

25.6%

43.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市役所主催の避難訓練

自治会・町内会・地区

の避難訓練

勤務先の避難訓練

いずれも参加したこと

がない
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70 歳代 

 

有効回答数＝85 

 

 

●地域別 

 

本庁管内     中妻出張所管内 

  

有効回答数＝52     有効回答数＝56 

 

平田出張所管内     甲子出張所管内 

  

有効回答数＝63     有効回答数＝76 

15.3%

37.6%

11.8%

40.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市役所主催の避難訓練

自治会・町内会・地区

の避難訓練

勤務先の避難訓練

いずれも参加したこと

がない

25.0%

21.2%

30.8%

36.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市役所主催の避難訓練

自治会・町内会・地区

の避難訓練

勤務先の避難訓練

いずれも参加したこと

がない

21.4%

16.1%

39.3%

42.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市役所主催の避難訓練

自治会・町内会・地区

の避難訓練

勤務先の避難訓練

いずれも参加したこと

がない

22.2%

20.6%

33.3%

41.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市役所主催の避難訓練

自治会・町内会・地区

の避難訓練

勤務先の避難訓練

いずれも参加したこと

がない

10.5%

17.1%

35.5%

47.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市役所主催の避難訓練

自治会・町内会・地区

の避難訓練

勤務先の避難訓練

いずれも参加したこと

がない
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小佐野出張所管内    鵜住居出張所管内 

  

有効回答数＝108     有効回答数＝47 

 

栗橋出張所管内     唐丹出張所管内 

   

有効回答数＝15     有効回答数＝25 

 

避難訓練への参加についてたずねた設問に対する回答は、性別による差異はみられなかった。 

年代別では、いずれの年代でも「いずれも参加したことがない」が高い割合を示すものの、20 歳

代から 50 歳代では「職場の避難訓練」、70 歳代では「自治会・町内会・地区の避難訓練」への参加 

も多くなっている。 

地域別では、唐丹出張所管内が各種避難訓練への参加の割合が高かったが、他の地区ではいずれ

も「いずれも参加したことがない」が最も多かった。 

  

11.1%

19.4%

32.4%

43.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市役所主催の避難訓練

自治会・町内会・地区

の避難訓練

勤務先の避難訓練

いずれも参加したこと

がない

27.7%

29.8%

23.4%

34.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市役所主催の避難訓練

自治会・町内会・地区

の避難訓練

勤務先の避難訓練

いずれも参加したこと

がない

6.7%

33.3%

20.0%

53.3%

0% 20% 40% 60%

市役所主催の避難訓練

自治会・町内会・地区

の避難訓練

勤務先の避難訓練

いずれも参加したこと

がない

36.0%

44.0%

40.0%

16.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市役所主催の避難訓練

自治会・町内会・地区

の避難訓練

勤務先の避難訓練

いずれも参加したこと

がない
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問 50 あなたは日頃、近所の人とどの程度の付き合いをしていますか。（１つ選択） 

 

●性別 

 

男性      女性 

  

有効回答数＝207     有効回答数＝238 

 

●年代別 

 

20 歳未満     20 歳代 

  

有効回答数＝11     有効回答数＝44 

  

12.8%

8.5%

21.8%

47.4%

6.2%

1.4%

0% 20% 40% 60%

困ったときに相談や

助け合いができる

簡単な頼みごとが

できる

たまに世間話や

立ち話をする

顔を見れば

あいさつをする

まったく付き合い

はない

無回答

16.7%

9.6%

22.5%

44.6%

3.3%

2.5%

0% 20% 40% 60%

困ったときに相談や

助け合いができる

簡単な頼みごとが

できる

たまに世間話や

立ち話をする

顔を見れば

あいさつをする

まったく付き合い

はない

無回答

9.1%

9.1%

18.2%

63.6%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60%

困ったときに相談や

助け合いができる

簡単な頼みごとが

できる

たまに世間話や

立ち話をする

顔を見れば

あいさつをする

まったく付き合い

はない

無回答

2.3%

4.5%

11.4%

68.2%

13.6%

0.0%

0% 20% 40% 60%

困ったときに相談や

助け合いができる

簡単な頼みごとが

できる

たまに世間話や

立ち話をする

顔を見れば

あいさつをする

まったく付き合い

はない

無回答
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30 歳代      40 歳代 

  

有効回答数＝60     有効回答数＝74 

 

50 歳代      60 歳代 

  

有効回答数＝94     有効回答数＝82 

 

70 歳代 

 

有効回答数＝80  

5.0%

5.0%

23.3%

60.0%

6.7%

0.0%

0% 20% 40% 60%

困ったときに相談や

助け合いができる

簡単な頼みごとが

できる

たまに世間話や

立ち話をする

顔を見れば

あいさつをする

まったく付き合い

はない

無回答

10.7%

8.0%

12.0%

65.3%

2.7%

0.0%

0% 20% 40% 60%

困ったときに相談や

助け合いができる

簡単な頼みごとが

できる

たまに世間話や

立ち話をする

顔を見れば

あいさつをする

まったく付き合い

はない

無回答

13.8%

5.3%

28.7%

46.8%

4.3%

1.1%

0% 20% 40% 60%

困ったときに相談や

助け合いができる

簡単な頼みごとが

できる

たまに世間話や

立ち話をする

顔を見れば

あいさつをする

まったく付き合い

はない

無回答

17.1%

14.6%

29.3%

35.4%

2.4%

1.2%

0% 20% 40% 60%

困ったときに相談や

助け合いができる

簡単な頼みごとが

できる

たまに世間話や

立ち話をする

顔を見れば

あいさつをする

まったく付き合い

はない

無回答

31.8%

14.1%

22.4%

14.1%

3.5%

8.2%

0% 20% 40% 60%

困ったときに相談や

助け合いができる

簡単な頼みごとが

できる

たまに世間話や

立ち話をする

顔を見れば

あいさつをする

まったく付き合い

はない

無回答
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近所の人との付き合いの程度をたずねた設問に対する回答は、性別による差異はみられなかった。

年代別では、60 歳代以下では「顔を見ればあいさつをする」最も多いが、50 歳代と 60 歳代では「た

まに世間話や立ち話をする」も増加し、70 歳代では「困ったときに相談や助け合いができる」が最

も多かった。 

 

 

問 51 あなたのお住まいの地区で次の災害が発生した場合のリスクについて、どの程度 

知っているか、項目ごとに選択してください。（１つ選択） 

 

１ 津波（本庁・平田・鵜住居・唐丹管内の方のみご回答ください） 

 

●地域別 

 

本庁管内 

 

有効回答数＝52 

 

平田出張所管内 

 

有効回答数＝63 

 

鵜住居出張所管内 

 

有効回答数＝47 

  

1.9% 0.0% 3.8%

34.6% 23.1% 36.5%

全く知らない ほとんど知らない どちらでもない 知っている よく知っている 無回答

3.2%

12.7% 11.1% 46.0% 25.4%

1.6%
全く知らない ほとんど知らない どちらでもない 知っている よく知っている 無回答

0.0% 2.1% 4.3%

70.2% 14.9% 8.5%

全く知らない ほとんど知らない どちらでもない 知っている よく知っている 無回答
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唐丹出張所管内 

 

有効回答数＝25 

 

２ 土砂災害 

 

本庁管内 

 

有効回答数＝52 

 

中妻出張所管内 

 

有効回答数＝56 

 

平田出張所管内 

 

有効回答数＝63 

  

0.0%

16.0% 4.0% 36.0% 24.0% 20.0%

全く知らない ほとんど知らない どちらでもない 知っている よく知っている 無回答

9.6% 21.2% 11.5% 36.5% 15.4% 5.8%

全く知らない ほとんど知らない どちらでもない 知っている よく知っている 無回答

8.9% 14.3% 25.0% 33.9% 7.1% 10.7%

全く知らない ほとんど知らない どちらでもない 知っている よく知っている 無回答

7.9% 22.2% 25.4% 30.2% 9.5% 4.8%

全く知らない ほとんど知らない どちらでもない 知っている よく知っている 無回答
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甲子出張所管内 

 

有効回答数＝76 

 

小佐野出張所管内 

 

有効回答数＝108 

 

鵜住居出張所管内 

 

有効回答数＝47 

 

栗橋出張所管内 

 

有効回答数＝15 

 

唐丹出張所管内 

 

9.2% 26.3% 17.1% 35.5% 5.3% 6.6%

全く知らない ほとんど知らない どちらでもない 知っている よく知っている 無回答

7.4% 27.8% 19.4% 34.3% 4.6% 6.5%

全く知らない ほとんど知らない どちらでもない 知っている よく知っている 無回答

4.3%

17.0% 38.3% 23.4%

2.1%

14.9%

全く知らない ほとんど知らない どちらでもない 知っている よく知っている 無回答

13.3% 6.7% 20.0% 46.7% 6.7% 6.7%

全く知らない ほとんど知らない どちらでもない 知っている よく知っている 無回答

0.0%

28.0% 12.0% 40.0% 8.0% 12.0%

全く知らない ほとんど知らない どちらでもない 知っている よく知っている 無回答

有効回答数＝25 
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３ 洪水 

 

本庁管内 

 

有効回答数＝52 

 

中妻出張所管内 

 

有効回答数＝56 

 

平田出張所管内 

 

有効回答数＝63 

 

甲子出張所管内 

 

有効回答数＝76 

  

7.7% 15.4% 13.5% 44.2% 13.5% 5.8%

全く知らない ほとんど知らない どちらでもない 知っている よく知っている 無回答

8.9% 12.5% 21.4% 39.3% 8.9% 8.9%

全く知らない ほとんど知らない どちらでもない 知っている よく知っている 無回答

9.5% 27.0% 22.2% 27.0% 9.5% 4.8%

全く知らない ほとんど知らない どちらでもない 知っている よく知っている 無回答

9.2% 25.0% 14.5% 42.1% 5.3%

3.9%
全く知らない ほとんど知らない どちらでもない 知っている よく知っている 無回答
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小佐野出張所管内 

 

有効回答数＝108 

 

鵜住居出張所管内 

 

有効回答数＝47 

 

栗橋出張所管内 

 

有効回答数＝15 

 

唐丹出張所管内 

 

有効回答数＝25 

 

居住する地区で自然災害が発生した場合のリスクについて、災害別にたずねた設問に対する回答

は、津波については対象の本庁・平田・鵜住居・唐丹管内ではいずれも「よく知っている」または

「知っている」と回答する割合が多く、特に鵜住居出張所管内で多かった。 

土砂災害と洪水では本庁管内と栗橋出張所管内で「よく知っている」または「知っている」と回

答する割合が多く、鵜住居出張所管内では少なかった。 

8.3% 25.0% 21.3% 34.3% 4.6% 6.5%

全く知らない ほとんど知らない どちらでもない 知っている よく知っている 無回答

8.5% 17.0% 29.8% 25.5% 4.3% 14.9%

全く知らない ほとんど知らない どちらでもない 知っている よく知っている 無回答

13.3% 6.7% 13.3% 60.0%

0.0%

6.7%

全く知らない ほとんど知らない どちらでもない 知っている よく知っている 無回答

0.0%

24.0% 20.0% 40.0% 4.0% 12.0%

全く知らない ほとんど知らない どちらでもない 知っている よく知っている 無回答
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問 52 釜石市では、東日本大震災の発生を機に、あらゆる災害から身を守る知恵を次の世

代へと伝えていくため、「市民の誓い」として、平成 31 年 3 月 11 日に「釜石市防災

市民憲章」を制定しました。あなたは、「釜石市防災市民憲章」について知っていま

すか。（１つ選択） 

 

●性別 

 

男性      女性 

  
有効回答数＝211     有効回答数＝240 

 

●年代別 

 

20 歳未満     20 歳代 

  
有効回答数＝11     有効回答数＝44 

  

聞いたこと

があり、意

味も知って

いる

27.0%

聞いたこと

はあるが、

意味は知ら

ない

43.6%

聞いたこ

とがない

27.5%

無回答

1.9%

聞いたこと

があり、意

味も知って

いる

23.3%

聞いたこと

はあるが、

意味は知ら

ない

45.4%

聞いたこ

とがない

28.8%

無回答

2.5%

聞いたこと

があり、意

味も知って

いる

18.2%

聞いたこと

はあるが、

意味は知ら

ない

63.6%

聞いたこと

がない

18.2%

無回答

0.0%

聞いたこと

があり、意

味も知って

いる

13.6%

聞いたこと

はあるが、

意味は知ら

ない

27.3%

聞いたこと

がない

59.1%

無回答

0.0%
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30 歳代      40 歳代 

  
有効回答数＝60     有効回答数＝75 

 

50 歳代      60 歳代 

  
有効回答数＝94     有効回答数＝82 

 

70 歳代 

 
有効回答数＝85 

 

「釜石市防災市民憲章」について知っているかをたずねた設問に対する回答は、性別による大き

な差異はみられなかった。 

年代別では、20 歳代以上では高齢になるほど「聞いたことがあり、意味も知っている」と回答する割合が

多くなる傾向がみられた。 

  

聞いたこと

があり、意

味も知って

いる

20.0%

聞いたこと

はあるが、

意味は知ら

ない

38.3%

聞いたこと

がない

41.7%

無回答

0.0%

聞いたこと

があり、意

味も知って

いる

26.7%

聞いたこと

はあるが、

意味は知ら

ない

56.0%

聞いたこと

がない

17.3%

無回答

0.0%

聞いたこと

があり、意

味も知って

いる

23.4%

聞いたこと

はあるが、

意味は知ら

ない

44.7%

聞いたこ

とがない

28.7%

無回答

3.2%

聞いたこと

があり、意

味も知って

いる

29.3%

聞いたこと

はあるが、

意味は知ら

ない

45.1%

聞いたこと

がない

23.2%

無回答

2.4%

聞いたこと

があり、意

味も知って

いる

32.9%

聞いたこと

はあるが、

意味は知ら

ない

44.7%

聞いたこと

がない

16.5%

無回答

5.9%
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（２） 高校生 

 

問２ 釜石市が将来目指すべきまちの姿は、次のどれだとお考えですか。（あてはまるもの

３つまで選択） 

 

男性      女性 

  
有効回答数＝108     有効回答数＝121 

 

釜石市が将来目指すべきまちの姿をたずねた設問に対する回答は、男女ともに「自然環境を大切

にしたまち」と回答する割合が最も多く、男性では「農林漁業を活かしたまち」、「活気のある商業

のまち」が、女性では「交通利便性が発達したまち」、「福祉や医療などが充実したまち」が続いた。 

  

43.5%

12.0%

3.7%

18.5%

23.1%

7.4%

27.8%

8.3%

14.8%

20.4%

15.7%

8.3%

2.8%

14.8%

4.6%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自然環境を大切にしたまち

教育・文化に恵まれたまち

歴史的資源を生かしたまち

交通利便性が発達したまち

活気のある商業のまち

豊かな工業のまち

農林漁業を活かしたまち

住宅地の環境が優れたまち

災害に強いまち

福祉や医療などが充実したまち

スポーツが盛んなまち

国際交流が盛んなまち

情報のﾈｯﾄﾜｰｸが整ったまち

観光や交流が盛んなまち

市民参加が盛んなまち

その他

40.5%
14.0%

9.9%
35.5%

28.9%
1.7%

13.2%
9.1%

21.5%
30.6%

11.6%
20.7%

8.3%
18.2%

5.0%
5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自然環境を大切にしたまち

教育・文化に恵まれたまち

歴史的資源を生かしたまち

交通利便性が発達したまち

活気のある商業のまち

豊かな工業のまち

農林漁業を活かしたまち

住宅地の環境が優れたまち

災害に強いまち

福祉や医療などが充実したまち

スポーツが盛んなまち

国際交流が盛んなまち

情報のﾈｯﾄﾜｰｸが整ったまち

観光や交流が盛んなまち

市民参加が盛んなまち

その他
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問５ 10 年後の釜石市が「活力ある持続可能なまち」であるためには、財源に限りがある

中で、今後どのような政策を重点的に取り組むべきだと思いますか。（あてはまるも

の３つまで選択） 

 

男性      女性 

  

有効回答数＝106     有効回答数＝121 

 

釜石市が今後どのような政策を重点的に取り組むべきかをたずねた設問に対する回答は、男女と

もに「少子化対策」と回答する割合が最も多く、男性では「環境保全」、「学校教育」が、女性では

「保健・医療」、「環境保全」が続いた。 

  

24.5%
17.9%

0.0%
3.8%

6.6%
3.8%

16.0%
9.4%

6.6%
8.5%

7.5%
5.7%

0.9%
7.5%

5.7%
8.5%

4.7%
7.5%
8.5%

5.7%
0.9%

13.2%
6.6%

0.0%
0.0%
0.0%

31.1%
8.5%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40%

環境保全

学校教育

生涯学習

芸術･文化振興

交通体系

交通安全

商業

工業

農林水産業

企業誘致

雇用対策

居住環境

防犯

都市景観

防災

保健・医療

社会福祉

高齢者福祉

スポーツ

国際化

情報通信

観光

市民活動

人権

男女共同参画

青少年育成

少子化対策

都市開発

その他

19.8%
10.7%

2.5%
7.4%

9.9%
7.4%

14.9%
4.1%
5.0%

2.5%
10.7%

15.7%
0.8%
2.5%

15.7%
24.0%

5.8%
11.6%

5.8%
14.0%

3.3%
7.4%

5.0%
0.8%
0.8%

3.3%
29.8%

14.9%
0.0%

0% 10% 20% 30% 40%

環境保全

学校教育

生涯学習

芸術･文化振興

交通体系

交通安全

商業

工業

農林水産業

企業誘致

雇用対策

居住環境

防犯

都市景観

防災

保健・医療

社会福祉

高齢者福祉

スポーツ

国際化

情報通信

観光

市民活動

人権

男女共同参画

青少年育成

少子化対策

都市開発

その他
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問８ あなたにとって釜石市は住みやすいですか。（１つ選択） 

 

男性      女性 

 

   
有効回答数＝108     有効回答数＝121 

 

釜石市の住みやすさをたずねた設問に対する回答は、男性のほうが「たいへん住みやすい」また

は「住みやすい」と回答する割合がやや多かった。 

 

問９ 釜石市では、東日本大震災の発生を機に、あらゆる災害から身を守る知恵を次の世代

へと伝えていくため、「市民の誓い」として、平成 31 年 3 月 11 日に「釜石市防災市

民憲章」を制定しました。あなたは、「釜石市防災市民憲章」について知っています

か。（１つ選択） 

 

男性      女性 

   
有効回答数＝108     有効回答数＝121 

 

「釜石市防災市民憲章」について知っているかをたずねた設問に対する回答は、性別による差異

はみられなかった。 

たいへん

住みやす

い

5.5%

住みやす

い

46.3%
どちらと

も言えな

い

36.1%

住み

にく

い

8.3%

たいへん

住みにく

い

1.9%

無回答

1.9%

たいへん

住みやす

い

0.8%
住みやす

い

40.5%
どちらと

も言えな

い

43.8%

住みに

くい

10.7%

たいへん

住みにく

い

2.5%

無回答

1.7%

聞いたこと

があり、意

味も知って

いる

5.5%

聞いたこと

はあるが、

意味は知ら

ない

31.5%

聞いたこと

がない

60.2%

無回答

2.8%

聞いたこと

があり、意

味も知って

いる

4.6%

聞いたこと

はあるが、

意味は知ら

ない

36.1%

聞いたこと

がない

69.4%

無回答

1.9%


